


大谷石の中のクリノプチロライト

（提供：龍谷大理工 後藤義昭）



（1）

《解 説≫

Vol．13 No．2（1996） 49

ゼオライト単結晶の育成

大久保 達 也

東京大学大学院工学系研究科

ゼオライトの構造に起因する特異的な物性を利用して，新しい物理的現象を見い出そう，更にこれを

もとに新規デバイスを開発しようという研究が盛んになってきている。その際に，少なくともミリメー

ター，できればセンチメーターレベルの単結晶の育成が不可欠となるが，合成ゼオライトの多くは～数

100βmのサイズに留まっている。

本解説では，ゼオライト結晶が大さくならない理由を，多くの場合に生成物が準安定柏で合成されて

いる点に着目して，考察を行う。また水熱育成法，フラックス法により安定相としてミリ～センチメー

ターサイズでカンクリナイト，ソーダライトを育成した例を紹介する。

1．はじめに

ゼオライトは触媒，吸着剤，イオン交換体あるい

はビルダーなどとして，すでに広範に用いられてい

るが，これらはいずれも「粉体」という形態で利用

されている。一方，ゼオライトの構造に起因する特

異的な物性を利用して，新しい物理的現象を見い出

そう，更にこれをもとに新規デバイスを開発しよう

という研究が盛んになっている1～6）。

天然ゼオライトにおいては数センチメーターの単

結晶も珍しくないが，従来ゼオライトは粉体として

利用されてきたこともあり，その結晶サイズは，～

数100／‘m程度である。従来の単結晶育成は，おも

に結晶構造解析を目的としていたため，～数100βm

程度まで育成でされば十分であったことが一つの理

由であろう8〉。LSIプロセスにおけるシリコンの例

を見てもわかるように，単結晶そのもの，あるいは

これを基板とした薄膜系の基礎的な物性（電気物性，

光物性，熱物性など）を測定し，これをもとに新規

デバイスを開発するためには，少なくともミリメー

ター，でさればセンチメーターレベルの単結晶が不

可欠である。

単結晶育成の歴史を見てみると，何れの場合も材

料としてのニーズが新しい育成法の開発の起爆剤と

なってきた。これまでとは異なったゼオライトの利

用のためには，従来の粒子を合成するために蓄積さ

れてさた手段，方法とは異なった，新しい合成法，

結晶育成法の開発が不可欠であると考える。

1993年の単結晶育成に関する上田6）の総説では

水熱合成法で準安定相としてゼオライトを合成する

際の化学的な制御に焦点がおかれ，まとめられてい

る。本解説では，育成プロセスとしての見地から，

ゼオライト単結晶育成の考え方とこれまでの到達に

ついてまとめてみたい。以下では安定相と準安定相

での合成に関する私見を述べた後，ミリメーター～

センチメーターレベルでの育成例を2つのケースに

ついて紹介する。

2．安定相か？ 準安定相か？

Barrerらア～11）の1940～50年代の論文をはじめ

とする高温高圧下での水熱合成の場合には，数100

βmのゼオライトの合成はそれほど珍しいことでは

ない。一方，最近主流となっている低圧型オートク

レープを用いた研究では，数100ノ上mのゼオライト

が合成できただけで，それがトピックスとなってい

る。この違いは何によるのだろうか？

ゼオライト合成の歴史の初期においては，ゼオラ

イトが安定相として得られる高温高圧の条件下で合

成が行われてきた。十万，非平衡状態での合成実験

（低温低圧）の検討から準安定相としてゼオライトを

合成する試みがなされ，その成果として，現在広範

に用いられているゼオライトA，Ⅹ，Y，モルデナイ

ト，ZSM－5が開発されてきた6〉。そこで生成物が

安定相であるか？ 準安定相であるか？ の観点か

ら，結晶育成について考察したい。

準安定相としてセラミックス粉体を合成するアプ

ローチは，特にゼオライトに限られたものではない。
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筆者がゾルーゲル法を用いて金属酸化物超微粒子を

合成した例を挙げて説明したい。室温近傍ではアル

ミナにおいてはコランダム（α一アルミナ），チタニ

アにおいてはルチル，ジルコニアにおいては単斜晶

系が安定相である。しかしながら，金属アルコキシ

ドから数ナノメーター程度の超微粒子を合成しよう

とすると，チタニア12）の場合はアナターゼが室温で

得られる。またアルミナ13）の場合には生成物である

ベーマイト（AlOOH）を加熱することによって準安

定柏であるr相が，ジルコニア14）の場合には非晶質

相から準安定相である正方晶系がまず得られる。い

ずれの場合にも共通する知見であるが，加熱による

安定相の生成に伴い，急激な結晶サイズの増大すな

わち表面積の低下が認められ

る。チタニアにおけるナノ構

造の変化を電界放射型走査電

子顕微鏡で観察したものを図

1に示す。

次にこれらの系で，何故安

定相が得られずに，まず準安

定相が得られるのかを考えて

みたい。この原因は安定相の

臨界核サイズが準安定相のも

のよりも大きいと考えると統

一的に理解できる16・16）。サイ

ズが小さくなると，粒界，界

面の効果が結晶相の「安定性」

に影響を及ぼすということで

ある。すなわち，以上述べて

きたような系について，ゾル

ーゲル法によりセラミックス

超微粒子を合成する際には，

いさなりサイズの大きな安定

相の核が生成するよりも，そ

れより小さい準安定相の核が

まず生成し，安定柏に転移す

る際には，その臨界核サイズ

以上に成長すると考えている。

ゼオライトについて考えて

みよう。通常のゼオライト合

成においては，種結晶を事前

に添加する場合を除いて，核

発生と結晶成長は逐次一並列

にオートクレープ中で進行する

（spontaneous nucleation）。

合成はゲルまたは溶液中で行われるため，まず第一

歩として，核発生が起きない限りは，目的とする生

成物を得ることはできない。そのため合成条件を確

定する際には，まず核発生がおきる条件が探索され，

これをもとに目的に適合する生成物を与える条件が

決定される。準安定柏として合成する際には，安定

相や他の準安定相の核よりも，目的とする核が生成

しやすい条件を見出さねばならない。換言すれば，

核発生に着目して合成条件が決められていると言え

るのではないだろうか？ 上述のゾルーゲル法の考

え方がゼオライトの場合にも適用できるとすれば，

準安定相の核は小さい方が生成しやすく，大きくな

ると安定相に転移しやすくなってしまう。準安定相

（a）notGred

（c）4500c

（b）3000c

（d）6000c

図1 ゾルーゲル法により合成したチタニアの

ナノ構造の熱処理による変化
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として粒子を合成する条件（小さな核を生成する条

件）と大きな単結晶を育成する条件とはむしろ相反

するのではないかということが，筆者の作業仮説で

ある。

Spontaneous
nucleation下で大きな単結晶を育

成するためには，合成初期に核発生を終了させ，こ

れらの一次核を育成していけばよい。しかし実際は，

液相や液一団界面で二次核が発生してしまう，ある

いは核が成長後，重力により容器底部に沈降してし

まうなどの原因により，結晶サイズの増大には限界

がある。準安定相で比較的大きな結晶を合成してい

る場合には，希薄な合成条件を用いる1ア〉，化学的に

反応種の拡散を抑制する18），特殊な鉱化剤一溶媒

（分散媒）を用いる19～21〉，基板上に析出させる22・23〉，

など二次核発生や沈降を抑制する対策が施されてい

る。CVD法で準安定相のダイヤモンド単結晶薄膜

がシリコン基板上でへテロエピタキシャル成長でき

た例24）に学び，核発生と結晶成長を分離して，別個

にそれぞれを最適化し，これをもとに種結晶を通常

の合成条件とは異なる手法，条件下で繰り返し育成

する，といったようなアプローチが今後は必要にな

ってくるものと思われる。

一方，安定相として単結晶を育成する場合には26〉，

準安定相として析出した相を安定相に転移させるあ

るいは再溶解させるといったような，「反応性の高

い」育成条件を選ぶことによって，目的を達成する

ことができよう。準安定柏で合成する場合には，常

に安定相への転移に注意を払わねばならないが，安

定相で合成する場合にはこのような心配はないので，

合成条件を幅広くとることが可能となる。

以下では安定相としてミリ～センチメーターサイ

ズの結晶を育成した例として，

1）水熱法によるセンチメーターレベルのカンク

リナイト，ソーダライトの育成

2）フラックス法によるミリメーターレベルのア

ルミネートソーダライトの育成

について，紹介したい。

3．水熟法によるセンチメーターレベルのカンク

リナイト，ソーダライトの育成

引き上げ法によるシリコンとともに，水熱法によ

る単結晶水晶（siO2）の育成は，工業的に最大規模

で行われている結晶育成プロセスの一つである。二

酸化珪素においては，溶融→凝固によっては非晶要

相（石英ガラス）しか生成しないため，水晶の育成に

は融体を固化させるという最も単純な方法を適用す

ることができず，水熱育成法が用いられている26）。

水晶育成装置の概要を図2に示す。オートクレープ

下部には原料となる水晶の粒子（屑水晶）が充填され，

上郡には種水晶がっるされ，その空隙をアルカリ水

溶液が満たしている。オートクレープは下部が上部

より高温となるように，温度制御される。温度によ

りアルカリ水溶液中への二酸化珪素の溶解度が異な

るため，下部の水晶が夜中に溶解し，これが対流に

より，上部に輸送される。上部では温度が低下し，

溶解度が小さくなるため，種結晶上に析出が起こる。

実際は屑水晶上に仕切り板（バッフル）が設置され，

対流速度が制御されている。すなわち温度（差）と対

流速度を制御することにより，数10cm程度の高品

質の水晶単結晶が工業的に製造されているのである。

育成温度300－400℃，溶解温度350－450℃，圧

力～2000気圧，程度の条件で運転されているよう

である。

これとまったく同様のアプローチにより，センチ

メーターレベルのカンクリナイトやソーダライトが，

60－80年代にかけてソ連（当時）のLitvinら2ア～31）に

より育成された。カーボネートカンクリナイトで見

出された大きな圧電性B2）が結晶育成のドライビンブ

フオースとなったものと思われる。余談となるが，

この圧電性はゼオライトの骨格構造ではなく，細孔

中のCO3イオンの特異的な構造に起因する現象であ

U「e G〈】u9e

HetoIP（】Ckin！l

Auto⊂1〈】Ve
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Fl（】9ment Of quq「tz

図2 水晶の水熱育成装置の模式図
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った33〉。

代表的なカンクリナイトの育成条件23）を紹介する。

1Lのオートクレープを用いて，250－450℃程度で

育成された。圧力は1000気圧程度まで上がってい

るものと思われる。種結晶は上部に固定され，底部

にはアルミナ，シリカが充填され，水酸化ナトリウ

ム水溶液が媒体として用いられた。カンクリナイト

の場合は水酸化ナトリウム濃度15－23多，温度差

12－15度（350℃）あるいは3度以下（450℃）が成

長に適当であった。成長速度は数100ノ上m／day程度

のようであり，センチメーターレベルの生成物の写

真が示されている。Litvinらの「連の論文からは装

置図や育成の細かい条件は必ずしも明確ではない。

Bye and White34）はBarre and WhitelO〉や

Mel，nikov and Litvin28）の研究をもとに，ソーダ

ライトの育成を行い，詳細な育成条件を報告してい

る。最大1．2cmのdodecahedralhabitを有する結

晶が育成された。彼らが用いた装置図の詳細は

Butcherand White3き）の論文を参照されたい。

4．フラックス法によるミリメーターレベルのア

ルミネートソーダライトの育成

ソーダライトの一部はフォトクロミズムを示

すき8、8合）。これら一連のフォトクロミズムに関する研

究においては，水熱法ではなく固相反応法によりソ

ーダライトが合成された。シリカ，アルミナ，塩化

ナトリウム，水酸化ナトリウム等を当量に混ぜ，乳

鉢で混合し，電気炉で焼成するだけでソーダライト

才

250C

構造が得られるのである。

近藤40）は固相反応法により，シリカを含まない

ソーダライトの合成に成功した。この一連の材料

M（Ⅰ）8Al12024（Ⅹ04）2（M＝Sr，Ca；Ⅹ＝S，Cr，

Mo，Wなど）はAl同士が酸素を介して結合してお

り，Lowenstein Ruleに従わない点で興味深い。

Depmeierら41～4B）は結晶学的な見地から，またSetter

ら44～47〉，Rossignolら48・49）は物性的な見地（圧電

効果，誘電率，光学特性）から，Sr8〔Al12024〕（CrO4）2

（以下SACr）を中心に詳細な検討を行っている。一

連の研究の中でミリメーターサイズの早結晶がフラ

ックス法により合成されたと報告されているが，結

晶育成に関する詳細は明らかではなかった。そこで

我々は榊）種々の育成条件の影響を検討し，5mm程

度の革結晶を育成できる条件を見出した。以下フラ

ックス法による育成について紹介する。

単結晶SACrは酸化ビスマスBi203（融点820℃）

をフラックスとして用いて育成した。典型的な育成

条件と概念図を図3に示す。ガラスビーカーに，化

学量論比に相当するSrCrO4，SrO，r－A1208と

Bi203をはかりとり，よく撹拝し混ぜ合わせた。こ

れらを白金るつぼに移し，白金のふたをかぶせ，電

気炉内に設置した。所定の温度プロファイルで運転

した。原料をフラックス中に溶解した後，1K／h程度

でゆっくり冷却することでSACrを析出一成長させ

た。最終的に950℃で溶融Bi203中の生成物を白金

メッシュを用いてろ過した。更に5－10Nの濃硝酸

を用いて単結晶に付着するBi203を溶出し，単結晶

fJ〃方GγOWfわ

11000C

1－5h

MoJfeれ

♭／25ccPtCrudble

Ⅳ以Cエビαfわ和さGroて山九

950℃

PtMesh

．．．1．．．∫．．▲
＼

尺βCOワeりわyf勅γβffo乃

M汝edクowder

rre戊Cfβ乃f＋β“ズ）

図3 フラックス法によるアルミネートソーダライト単結晶育成の概要
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表1 フラックス法によるSACrの育成条件
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A14Bi209払rmed，COlumnar
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nocrystals

A14Er209払rmed
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5mmSACrcrystals，Wellねceted
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aRatioofreactantsasspeciGedinExperimentalsectlon
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図4 フラックス法により育成したアルミネート

ソーダライト単結晶の光学顕微鏡写真

を回収した。

複屈折測定より，生成物は単結晶であることを確

認した。種々の合成条件の影響を表1にまとめる。

保持時間が良いはど，降温速度が小さいはど，大き

な結晶が得られた。またBi203に対する原料物質の

割合が小さいはど大きな結晶が得られたが，4多以

下では異なる単結晶（A14Bi209）が生成した。更に

大きな結晶を得る目的で，種々の添加物の効果を検

討したが，Ag20の場合に顕著な効果が確認され，

3－5mmの単結晶が再現性よく得られた。結晶の光

学顕微鏡写真を図4に示す。結晶の質を評価するた

めにDSCによる評価を行ったところ正方晶から立

方晶への相転移に伴う発熱が，35℃で認められ，そ

の値は1．4J／gであった。この結果は文献値48）（30

℃，1．4J／g）とよく一致した。このことから，本研

究で得られたSACr結晶は物性評価が行われたもの

と同程度の品質の単結晶であるものと考えられる。

5．おわりに

単結晶育成に関する私見を述べた後，水熱育成法，

フラックス法によるミリ～センチメーターレベルの

単結晶育成例を紹介した。ソーダライトやカンクリ

ナイト自身の細孔容積は小さいが，これを基板とす

ることで種々の単結晶ゼオライト薄膜の育成が可能

になるものと思われる。また準安定相での結晶育成

を根本的に見直すことにより，単結晶の育成が可能

になるものと考え，現在検討を進めている。
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ゼオライト （8）

無機系抗菌剤の最近の動向

岩 田 泰 夫

エヌ・イー ケムキャット株式会社

銀等の抗菌金属を無機系の担体に担持した無機抗菌材料の応用例，メカニズム，抗菌特性，安全性，

及び今後の開発動向について紹介する。

無機系抗菌剤は1980年代に抗菌防臭加工繊維製品として開発された。プラスチック業界においては

成型時に消失し易い有機系の抗菌割に代わるものとして期待が高まっており，特に水周り製品への使用

が増大してい季。
銀イオン等の抗菌メカニズムとしては金属イオンによる説と触媒作用によって生成した活性酸素によ

る説が有力である。無機系抗菌剤の抗菌特性はMIC等によって評価され，その抗菌スペクトルの広さ

が特徴と言われる。また有機系抗菌剤に比べて持続性に優れ，また安全性も保証している。

今後の動向として抗菌効果に加えて新たな機能が要求され，繊維は防臭，プラスチックは防カビ，フ

ィルムは鮮度保持を求めた展開が進むと考えられる。

1．はじめに

近年，快適な生活環境に対する要求が高まり，中

でも若者を中心とした極端とも言える清潔志向がブ

ームとなっている。これを受けて様々な抗菌製品が

開発されさらに急増の様相を呈している。抗菌成分

として従来は有機系の殺菌剤等が多用されてきたが

その毒性の強さから対象物に直接塗布したりあるい

は水の中に添加したり出来ず，さらには熱加工の工

程において揮発あるいは変質することによってその

抗菌特性を失う事が多いため，使用目的が限られて

いたのが実状であった。

一方銀，鋼，亜鉛等の金属イオンが抗菌性を有す

る事は既に周知であり，歯科医療用等にも検討され

てきた1）。また殺菌剤，消毒剤，防カビ剤等に使用

される例もあったが，金属塩そのままの状態では光，

熱などに対して極めて安定性が悪く，使用目的がど

く限られたものであった。1980年頃になってから

上記抗菌性金属をゼオライト2～4），セラミックスち6〉，

シリカゲルアん9〉，ガラス10～12〉，炭素織維13〉，粘土

鉱物14～1¢）等の無機系の担体に担持する事によって

抗菌性金属成分の安定化及び徐放性付与の検討が進

められ商品化が計られた（表1参照）。無機系抗菌剤

は有機系のものと異なり人体に対する毒性が極めて

少ない事から最近ではかなりの脚光を浴びている。

表1主な無機抗菌剤1ア〉

担持物質 抗菌成分 保持機構 備考

ゼオライト 銀，亜鉛イ イオン交換 葦性試験データ揃う。抗菌力は強いが樹脂添

オン等 加時着色する事かある。

リン酸カルシウム 金属銀 吸着 樹脂に添加した時の変色が少ない。添加量を

多くする必要あり。

リン酸ジルコニウム 銀イオン イオン交換 織維用。粒子径が0．4～0．8ミクロンと微細。

リン酸アルミニウム 金属銀 吸着 樹脂に添加した時の変色が著しい。

非晶質酸化ケイ素 銀錯塩 錯体の吸蔵 樹脂に添加した時の変色度合が大きい。

溶解性ガラス 酸化銀 ガラス成分 銀と共にホウ素も溶出する。

チタニア系 銀イオン 吸着 粒子径が0，4～1．0ミクロンと微細。抗薗力

弱い。
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その中でもイオン交換能及び吸着能に優れたゼオラ

イトを担体とした無機系抗菌剤を用いた応用研究は

数多くなされて釆た18～23）。

本報においては上記無機系抗菌剤の中からゼオラ

イトを担体として用いた抗菌剤を中心としてその応

用例，メカニズム，最近の開発動向等について述べ

る。

2．応用例

2．1 繊 維

抗菌防臭加工の歴史において繊維製品は草分けと

して位置付けられる。昭和30年代に米国からサニ

クイズ加工が導入されたのをきっかけとして抗菌効

果をうたった商品が市場に出回り始めたが，当時の

抗菌加工は耐久性に乏しくブームにはならなかった。

その後抗菌剤の安全性が重要視されるとともに有機

水銀や有機スズを用いたものが使用できなくなり，

繊維製品への抗菌剤の使用をあきらめた時期もあっ

た。当時繊維製品における細菌類の繁殖については

多くの研究が行われて釆ており，靴下を例にとって

その材質と使用環境での比較検討がなされた例もあ

るが，抗菌加工よりもむしろ繊維製品の洗浄方法に

っいての検討が進められていた24，26〉。結局昭和50

年代に入ってからようやく現在の基準に近い安全で

耐久性のある商品が出はじめた26〉。

繊維製品の抗菌加工は後処理加工と練り込み加工

に大別される。後処理加工には主として第四級アン

モニウム塩，有機系化合物等が用いられており，安

価に製造できるが洗濯を繰り返す事によって抗菌性

を失い易いという問題を残している。練り込み加工

には主として無機系抗菌剤が使用されていて有機系

のものははとんど用いられない。ポリエステル素材

に多く使用され，耐洗濯性にも優れているが，天然

繊維に使用できず，またコストも高い。抗菌性ゼオ

ライトを用いた抗菌繊維の一例として天然ゼオライ

ト含有PET繊維の断面モデルを図1に示す。

繊維製品に対する抗菌剤の用途は多岐に渡るが肌

着，靴下，シーツ，カーテン，カーペット等が主体

となっており，中でも肌着等においては抗菌作用に

ょる防臭効果をねらったものが出されている28〉。ま

た家庭用浄水器に発生する菌を防ぐ目的で銀を担持

した抗菌性活性炭素繊維が使用されている例もあ

る13〉。

繊維業界では抗菌防臭加工製品の品質と安全性を

保証するために繊維製品衛生加工協議会（SEK）を

コット

PET繊維
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PET繊維

（抗菌性ゼオライト）

ン繊維

（防菌防臭加工）

図1天然ゼオライト含有pET繊維の

断面モデル2ア〉

設立して効果基準に達した製品にSEKマークを許

諾している。ここでは規定の菌数法及びシェークフ

ラスコ法を用いて，効果基準としてそれぞれ1．6以

上及び26多以上の滅菌効果を有する事に設定されて

いる28，29〉。現在SEKに加盟しているのは150社に

ものばると言われており，繊維製品に関してはその

抗菌性及び安全性はSEKマークによって一般消費

者でも容易に判断できるようになっている。

2．2 プラスチック

有機系抗菌剤を用いてプラスチックを抗菌化する

場合には長年常温で配合する方法が取られて釆た。

しかし押し出し成型法や射出成型法を用いて抗菌プ

ラスチックを作ろうとすると，プラスチック成型加

工時に加わる熱によってその抗菌性能を維持する事

は難しかった。またプラスチックの応用分野が極め

て多岐に渡っていることからその使用環境によって

繁殖する細菌やカビの種類も異なっている。このよ

うな理由から有機系抗菌剤を用いた抗菌プラスチッ

クを生産することは薬剤の選定や成型工程の改良が

大きな課題となっており，なかには抗菌剤の使用を

あきらめた例もあった30〉。一方銀ゼオライトに代表

される無機系抗菌剤は耐熱性に優れており，200～

300℃の成型過程を経てもその抗菌力を失わないと

いう利点を持っていることから広く応用が検討され

ている。

私たちの生活はあらゆるプラスチックに囲まれて

おり，家電製品，家具，玩具，食器，文房具など多

くの製品に用いられている。この中で抗菌製品とし

て脚光を浴びたのは抗菌ボールペンであったが31〉，

本来抗菌機能の要求が強いのは食品関連あるいは水

周りと言われている。一般的にプラスチック材料は

比較的カビ等の影響を受けにくいとも言われている

が，最近ではプラスチック材料にもカビによる劣化
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が認められる事が報告されているB2〉。食品関連では

食器，台所用品等食品に接触するものに対して抗菌

化が進められており，中でもまな坂に使用された例

は良く知られている。特に必要性が検討されている

のが水周りに用いられるプラスチックの抗菌化であ

り，家電製品3＄），インバス用品，トイレクリー用品等

に多く使用されている。家電製品では冷蔵庫，洗濯

機，加湿器，食器乾燥機等をはじめとして最近では

電話機にまで抗菌化が進められている。インバス用

品，トイレクリー用品においてはプラスチックを用

いたものすべてに抗菌化が進められていると言って

も過言ではない。

プラスチックにおいてはカビの発生が大きな問題

となっており繁殖状態に関する研究も進められてい

る。太田らの報告によれば発生開始から1～2週間

で最大となりその後その進行は停滞する。またPU

が最もカビが繁殖し易く，次いでPVC及びPAで

あり，PE及びpSは繁殖しにくいと報告してい

るき2）。

従来より用いられてきた有機系の抗菌剤の場合に

は薬剤の抗菌スペクトル及び薬剤分子の拡散率と樹

脂のガラス転移点の関係等によって薬剤を選定する

必要があったが34〉，銀系抗菌剤においては抗菌スペ

クトルが広く，またプラスチック中に拡散しにくい

固形分である事からそのような必要性はなくなった。

抗菌剤をプラスチックに使用する目的は直接的に

は細菌あるいはカビの繁殖を抑え清潔に保つ事であ

るが，中には菌の代謝物に関して発生する悪臭を防

ぐ目的での使用も考えられている36〉。

2．3 フィルム

レトルト食品に代表される食品パック用に多くの

フィルムが使用されている。これらフィルムヘの抗

菌剤の使用に関しても様々な検討が進められている

が1ア・抑，加熱殺菌された食品に対してははとんど必

要性がなく，また逆に加熱殺菌出来ないハム，ソー

セージ等の半生製品に関しては栄養豊富な食品に対

して接触面の小さい状態で包装されるため抗菌剤の

みでは不充分ともいわれる37〉。従って抗菌性能を有

する材料の提供はできたものの比較的実用されにく

いのが現状と言えよう。但し1995年にPL法が施

行されたため，更なる安全性を求めて抗菌剤が使用

される可能性はある。

2．4 塗 料

塗料に対しては有機系抗菌剤を使用するのが一般

であるが，最近では低毒性無機系抗菌割として銀系

抗菌剤が脚光を浴びており，MRSA対応の院内感染

防止塗料としても市販されている。銀系抗菌割に関

しては銀の抗菌メカニズムから耐性菌の形成はない

ものと言われていたが，銀ゼオライトに関しては耐

性を獲得し易いと言われる緑膿菌を使用してその耐

性菌形成の有無が調べられ，耐性の獲得は認められ

なかった38）。

上述したプラスチック等への抗菌剤の添加は素材

そのものに混合するため，実際に必要とされる部分

がその表面だけであるにもかかわらずかなり多量に

使用しなければならない欠点がある。抗菌剤を塗料

に混合して使用する事によって目的物の表面のみに

抗菌効果を持たせられるばかりでなくプラスチック

等の成型時の過酷な工程を経なくても良いという利

点がある。但し塗料は基本的に液体であるため混合

する抗菌剤の粒子が粗いと沈殿分離し易いため粒子

の細かいものが要求される。また使用される抗菌剤

の種類はもとの塗料の種類に合わせて選定する必要

があり，従って溶剤及び樹脂の種類によって塗布後

の抗菌性能が左右されるとも言われている。

2．5 その他

抗菌加工を必要とする分野は上述した物のはかに

建材，便器，木材，あるいは医療関係と多岐に渡っ

ている。陶器，タイル等に関してはチタニアによる

光触媒効果を応用した衛生陶器あるいは抗菌タイル

が既に商品化されているさ9・40㌧光触媒効果による抗
菌効果は銀系抗菌割によるものよりもはるかに強力

であると言われるが光のないところでは作用せず，

これを補う自的で銀，鋼等が用いられている。

また従来より紙・パルプ関連，木材及び皮革関連

商品には多量の抗菌防カビ剤が用いられて釆ている

が有機系のものが主体であり，無機系のものが使用

されている例は少ない。

3．無機系抗菌剤の抗菌メカニズム

抗菌金属を担持した無機系抗菌剤の抗菌メカニズ

ムに関しては様々な説が唱えられているが以下の二

説が有力である。

抗菌金属イオンに基づく抗菌や殺菌作用が第一に

考えられる。ゼオライト等にイオン交換されている

抗菌金属は容易に解離して抗菌性金属イオンを放出

する。抗菌金属イオンは拡散して細胞膜に到達し，

細胞膜等の蛋白質に吸着され，同時に構成成分の

SH基のHを置換してエネルギー代謝を不能にする

と言われている4リ2）。特に銀イオンは極微量でも細
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胞の活動を奪うことから極微量作用（オリゴダイナ

ミックアクション）と呼ばれる43）。

もう一つのメカニズムとして活性酸素に基づく抗

菌や殺菌作用について提唱されている。ゼオライト

中の酸素は担持された抗菌金属の触媒作用によって

部分的に活性酸素となる。この活性酸素が細胞内に

拡散して細胞膜等の蛋白質に吸着され，構成成分の

SHラジカル等を破壊してエネルギー代謝を不能に

するというア，36・41）。

4．抗菌特性及び安全性

4．1抗菌特性

抗菌特性の評価方法には一般に発育阻止帯（ハロ

ー），最小発育阻止濃度（MIC値），菌減少速度（死

滅率），シェークフラスコ法等が使用されている。

またカビや細菌の種類を変えて評価し，その効力の

広さを示すものを抗菌スペクトルと呼んでいる。

銀イオンの抗菌性能はその抗菌スペクトルの広さ

に特徴を持っており，銀ゼオライトの抗菌特性を通

じて多くのデータが取られ報告されている。無機銀

系抗菌剤の代表として銀ゼオライトを用いて得られ

たMIC値による抗菌性を表2に示す。

従来より用いられて釆た有機系の抗菌剤は長期間

の保存安定性あるいは抗菌性繊維等に加工した場合

の抗菌力の持続性に問題があった。銀ゼオライトに

代表される無機系抗菌剤は保存安定性及び持続性に

優れている。銀の溶出はせいぜい数十ppbと言われ

ており，抗菌剤中に含まれている銀がすべて溶出す

るまでの時間を考えるとその効力は半永久的に持続

すると考えて良い38）。

4．2 安全性

安全性の評価方法としては急性毒性試験，変異原

表2 最小発育阻止濃度測定結果（MIC：ppm）1ア）

2．5wt％ 10wt％ 10wt％ 銀，亜鉛

銀ゼオライト 亜鉛ゼオライト 網ゼオライト 複合ゼオライト

蝕c〃／u5CereLJ5I頂rノJけC〈）ノdeβ

ATCCl1778（芽胞）

125 ＞2000 ＞2000 125

瓜cム血Å由co〃

IFO3301

62．5 ＞2000 ＞2000 125

jもeud）mO月∂β点erUβ7月05β

ⅠIDP－1

62．5 ＞2000 ＞200（） 125

β和妙c〈フCCUざ・βure【Jβ

ATCC6538P

125 2000 ＞2000 250

βか印）わc〈フCCUβ点ec点ゐ

RATCC8043

125 ＞2000 ＞2000 250

d甲桝uざ月J押

IFO4407

500 ＞2000 ＞2000 500

du∫℃β∂点d血JmβU〃u点月β

IFO6353

500 ＞2000 ＞2000 500

C鮎eわmノu皿gわム05Um

ATCC6205

500 ＞2000 ＞2000 500

G〃ocノ∂dノuJ刀山上eノ】ざ

IFO6355

500 ＞2000 ＞2000

jも月仙亡Jエロカー刀ん亡Jノ0β乙J∬】

IFO6345

500 ＞2000 ＞2000

Cb月（ガ〔ねaノ血七∂′】5

IFO1594

250 ＞2000 ＞2000 250

5bcc力点∫℃叩eβCereI′ゐ由e

IFO1950

250 ＞2000 ＞2000 250

〔注〕銀・亜鉛ゼオライト：Ag2．1％，ZnlO．2％
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性試験，皮膚一次刺激試験等があり，これらを通じ

て銀系抗菌剤の安全性の評価が進められて釆た。銀

ゼオライトにおいては急性毒性試験でLD50値が投

与最大量である5g／kg以上であり，変異原性は陰

性であり，さらに皮膚一次刺激試験では弱い刺激物

との結果となり，安全性が確認されているリア〉。ま

た別のタイプの銀系抗菌割に関しては銀錯塩担持シ

リカゲルでの評価も行われており，これも安全性を

示唆する結果となっている8）。

抗菌剤は本質的には生物の活動を抑制するもので

あるため竜性を有していると考えられる。しかし極

端に強い毒性のものは使用されておらず，また安全

表3 代表的な院内感染起因菌の特徴49）

菌種 グラム染色 特徴

励呼小cβCC〃5β上汀飢J5 陽性球菌 代表的な感染症菌である。術後感染や呼吸器感染等で間掛こなっている。

（黄色プ下り球菌：丸・Ⅰ求SAを 化膿疾翠としてフルンケル，カルプンケル，蜂巣炎，ひょう〕邑膿病診な

含む） どの皮膚面や，局所リンパ節の限局性化膿症の原因となる。また，中耳炎

乳腺炎のほかリンパ流．血流を介して全身症状を起こすことがある。

鞄み′ゐcβCC“ぶ 陽性球菌 £β〃rβ〃5と同様の症状の原因菌となるが．病原性はやや弱い。しかし．

呼）血1JJノ〔仏 コアグラーゼ陰性ブドウ球菌（CNS）の代表的な菌として注目されてい

（表皮ブドウ球菌） る。

蝕甲ねcoc占lJぶβ月飢上月Jβ月由e陽性球菌 丘∂U〃〃5と並んで種々の化膿性炎症の原因となり，顔似した化膿性疾患

（肺炎球菌） を引き起こす原因菌であるっ特に．一次感染のみでなく．混合感染又は二

次感染を起こす傾向が強く，続発症を起こす事が知られている。

血f朗℃ぐβCC〃ぶ点βC点血 陽性球菌 ヒトの常在菌の一種であるが．■尿路感染や心脇血管系感染症，髄膜炎の原

（腸球菌） 因になる。

凸βエ〃わ月フβ月8ぶββrエ脚月βぶ∂陰性樺菌 創傷，火傷．膿瘍に本菌が感染して混合感染を起こし．重篤な症状を呈す

（緑膿菌） ることがある。院内感染の原因とされることがある。消毒剤の塩化ベンザ

ルコニウムやグルコン酸クロルへキシジンに耐性を持つ。

βuJ舶0ノ血・血c甲βCゐ 陰性梓菌 創傷，火傷等の粘膜に本菌が感染して敗血症等の症状を起こす事が知られ

（セパシア） ている。消轟剤の塩化ペンザルコニウムやグルコン酸クロルヘキシジンに

耐性を持つ。

蝕1JⅥぬ月J点∫Ce5Ce月5 陰性樟菌 創傷感染を引き起こす。基礎疾患を有する患者に菌抗体として発現する可

（セラチア） 能性がある。消重刑のグルコン酸クロルヘキシジンに耐性を持つ。院内感

染で問題視されている。

瓜cムeJ・ゐ力点cβ∬ 陰性樺歯 ヒトの常在菌の一種であるが，腸管疾患以外に創傷感染が原因で勝胱炎，

（大腸菌） 腎う炎．髄膜炎．腹膜炎となる可能性がある。

d血β也桝】eゴ点e“ノゐ 陰性梓菌 ブドウ地非発酵グラム陰性悍菌で消轟剤の塩化ベンザルコニウムやグル

（アルカリゲネスフェカー

リス）

コン酸クロルヘキシジンに耐性を持つ。慢性中耳炎膿巣から希に分離され

る。

A止点々β月β5∬y血5αJ（ね月5陰性樺菌 消轟刑のグルコン酸クロルヘキシジンに耐性を持つ非発酵菌で，院内感染

（l臥d（Jムroムacと訂属） で問題視されている。

∫払yoム∂C′已n‘u月J 陰性悍菌 消轟剤のグルコン酸クロルヘキシジンに耐性を持つ非発酵菌で，院内感染

〃】e月〃1βりβeJ〉山c〃ノ】】

（フラボバクテリウムメニン

ゴセプティカム）

で問題視されている。

馳ム£ゐ此Ⅰβ〃e〃月JOβ血e 陰性悍由 日和見感染の原因の一つであり．正常人の気迫，糞便中等に認められ．肺

（クレプシエラ） 炎（出血性肺炎），尿路感染症及び乳児下痢症の原因菌である。

伽とβ〃ぶ川々1汀由

（プロテウス）

陰性梓菌

（変形由）

創傷感染により二次的に緒症状を惹起する。院内感染で注目されている。
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性が実際上問題になったという報告もない。「現在

プラスチック用抗菌・防カビ剤は，工業用途のため

薬事法および農薬取締法の範ちゅうには入らない。

従って化審法において既存化学物質，あるいは新規

化学物質として登録されていれば，基本的安全性は

確認されたことになり使用でさる。」とも報告され

ている84）。

5．最近の開発動向

銀ゼオライト系抗菌剤の抗菌性能に関しては充分

に検討が進められて釆たが，プラスチック等へ混合

して成型する場合に高抗菌性を求めると変色が生じ

てしまうため，抗菌性能を維持したまま変色を防止

する事が課題として進められている。当初はアンモ

ニウムイオンをイオン交換する事によって変色防止

を狙っていたが44～46），最近ではプラスチックに残

留する塩素化合物が変色の原因といわれ，プラスチ

ック成型時の酸化防止剤等の混合が検討されてい
る4ア′48）。

繊維業界では医療用の抗菌素材に既に着手してお

り，白衣，シーツ，カーテン，マスク，その他に多

く応用されて釆ている。最近の医療業界では院内感

染（表3参照）の予防が大さな問題となって釆ている

が，その三分の一は感染予防が可能な外因性のもの

といわれ，内視鏡，ネブライザー，手洗いブラシ，

尿器などの器具の汚染等が原因と考えられている49〉。

中でも毒性の強い化膿菌あるいは食中毒菌として知

られる黄色ブドウ球菌は，近年になって汎用抗生物

質に耐性を示すものが出現しメチシリン耐性ぶどう

球菌（MRSA）と呼ばれているが，このMRSAに

対する無機系抗菌剤の応用が検討され，繊維業界と

日本化学繊維協会が中心となってMRSA対応製品

連絡会が設立されている28〉。

最近の繊維業界の一般消費者向けの動向としては

抗菌加工製品の開発に一段落着いた状態であり，抗

菌効果に加えてさらに防臭，防汚に目を向けてい

る榊〉。中でもタバコ臭対策の要求が高まっており，

最近開発されたタバコ消臭繊維は特に注呂されてい

る61，62）。タバコ消臭機能の需要は喫煙人口の減少と

共に更に高まっていくとも言われている。

プラスチック業界では家電製品を中心として安定

して使用でさる抗菌剤の要求が高まっている。無機

系抗菌剤は防カビ効果が不充分であり，強い防カビ

効果を持たせる事ができれば用途が更に拡大すると

言われる。またプラスチックに無機系抗菌剤を練り

込む際の問題点は主として外観異常であり，これを

解決する事によってさらに需要が増すものと考えら

れる。

フィルムにおいては鮮度保持を目的とした加工が

検討され，銀系抗菌剤を含むフィルムによって鮮度

保持ができるとも言われている1ア）。一方青果物から

発生するエチレンによる生理作用が有名であり，こ

れを接触酸化によって除去するといった鮮度保持技

術も確立されてきた丘3）。

ゼオライトという物質はその優れたイオン交換能，

吸着能等に着目され，上述した抗菌剤以外にも数多

くの研究がなされて釆た。無機系抗菌剤に類似した

ところではCu＋／ゼオライトを用いた光触媒反応に

よるNO∬分解反応が報告されており馳〉，またゼオラ

イトに貴金属を担持する事によって生活環境浄化触

媒を形成する事も報告されている5占）。ゼオライトの

応用分野は今後その触媒的な特性を中心として更に

拡大する事が予想される。

ここでETSを用いた無機系抗菌剤を紹介したい。

ETSは米国エンゲルハード社が開発したチタノシ

リケートである66・6ア〉。ゼオライトが四面体構造から

なるのに対して四面体と八面体の両方の結晶構造を

合わせ持つところに特徴を持っており68），さらに優

れたイオン交換能及び吸着能に関してはゼオライト

に劣らない。筆者等はこの新しい材料を用いた開発

を手掛けており，その一つとして抗菌剤への検討を

行なっている。抗菌特性に関しては銀イオンを徐放

するという基本的特性を有し，現在市販されている

チタニア（アエロジルP25）

A型ゼオライト

む
U
u
Q
q
L
O
∽
q
＜

Ag－ETS

E T S

250 300 350

WaveIength／nm

400 450

図2 ゼオライト，チタニア，及びETSの

紫外可視吸収スペクトル

A型ゼオライトでは紫外領域での吸収ははとんど見ら

れないが，ETSには吸収帯が存在する。チタニアと

比較すると短波長側にシフトしているが銀を担持する

事によってやや可視領域に近づいている事が判る。
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他の無機系抗菌剤と同様にハロー，MIC，シェーク

フラスコ等の方法にて抗菌性能が確認されている。

なおチタニアに近い材質である事から光触媒効果が

期待され，その吸収スペクトルにおいてゼオライト

以上にその可能性が高い事が判っている（図2参照）。

6．おわりに

いままで述べて釆たようにゼオライトを用いた抗

菌剤はその徐放性，安定性等において優れた性能を

有している。ただし十万ではプラスチック等へ混合

して成型する時の変色及び抗菌性能が一部疑問視さ

れており，また粘土鉱物に比べて担持できる試剤の

サイズが空隙の大きさによって厳密に規程されてい

るなどの指摘もある14J6）。現在市場に出されている

抗菌製品は多少イメージ商品的な部分もあるが，近

い将来には真の特性を持ったものが残っていくもの

と考えられる。さらに今後の抗菌市場は抗菌性のみ

では既に当たり前と考えられており，抗菌性に加え

て防カビ，防臭，あるいは防汚等の特徴を持たせる

事が要求されている。

今後の抗菌市場についての見方としては，「海外

からの安い輸入品に対抗するためにも，きれい好き

な日本人に合った高付加価値として“抗菌”は今後

も人気を集める」というのが一般的と言われてい

る26〉。
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RecentTrendofInorganicAntlbacterialMaterials

YasuoIwATA

N．E．ChemcatCorporation

Inorganicantibacterialmaterials，Which containsilverionsupportedoninorganiccarriers，

areboominginJapan・Thepresentrevlewdescr払esitstypicalapplication，meChanism，Charac－

teristics，Saf盲ty，andrecentdevelopmenttrend・

Inorganicantibacterialmaterialsweredeveloped fbr抗bertomake“theantibacterialand

deodorantcloths＝since1980・Theyareexpectedtobeappliedtoplastics，eSPeCiallyfbrthe

uselnkitchenandbathroo叫insteadoforganicagentswhicheasdydecaythroughthemolding

PrOCeSS・

There are．twoin凸uencialtheories払rtheantibacterialmechanismofsilver－ZeOlite：Oneis

SilverionexchangedatthesiteofzeoliteandtheotherisactiveoxygenreleasedwithcatalytlC

ef砧ct．AntibacterialmaterialshavebeenevaluatedwithMICandothermethods，alsothey

were払undtohavewideantibacterialspectra．Additionally theirantibacteriale脆cthasa

longlif盲andissaf盲払rhumanbeingscomparedwithorganicagents・

Recently antibacterialgoods
are required to have additive characteristics：払rexample，

deodorantfbr抗ber，ant血ngifbrplastics，andkeeplngfbod拉eshwithwrapping砧m・

Keywords：Inorganic，Antibacterial，Zeolite，Silver，Fiber，Plastics，Film・
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1rクラスターを細孔内に持つKLTLゼオライト触

媒によるへ手サンの芳香族化

Iridium Clustersin KLTL zeolite：Structure

and Catalytic SelectlVlty fbr 〃朋exane

Aromatization

N．D．Trianta鎚10u，J．T．Miller，andB．C．Gates，

√αJれ155，131（1995）

へキサンの芳香族化反応には白金を塩基性担体に

担持した触媒が高選択性を示すことが知られており，

広く検討されている。著者らはこの反応にIrを適用

した。［Ir（NH3）6Cl］C12を前駆体として調製され

た触媒は，クラスターのサイズが6～8Å程度で細
孔内に固定化されていた。また，クラスターの安定

性は，白金系よりも高いことが示唆された。Irクラ

スターは白金と同様にバルクの金属に比べ電子過剰

になっていた。また，担体はわずかに塩基性を示し

た。しかしながら，アモルファスな担体にIrを担持

した系と同様に白金系に比べ芳香族への選択性は低

く水素分解の選択性が高かった。 （宍戸哲也）

丁トMCM－41の合成，キャラクタリゼーションお

よび触媒活性

Synthesis，Characterization，and catalytic

Activ辻yofTi－MCM－41Structures

T．Blasco，A．Corma，M．T．Nav訂rO，andJ．P．

Parlente，′αJ血，156，65（1995）

Tiを骨格に含有するゼオライトはTS－1，TS－2，

T卜βなどいくつか合成されているが，その細孔径

は数Å程度であり，より大きな細孔径を持つ触媒の
開発が望まれている。著者らはTiを骨格構造に持ち，

35Å程度の細孔径を持つTi－MCM－41の合成を行
い，その触媒性質，活性の検討を行っている。種々

の手法からTiは，Sトリッチな状態で骨格に取り込

まれており，水和状態では水和水が配位した八面体

構造をとり，脱水時には対称的な四面体構造をとる

としている。H202，terbutylhydroperoxide

（TBHP）を酸素瀕として種々の酸化反応を行ったと

ころ1－へキセンではTS－1，Ti－βよりも活性は低

いが，より大きな分子（α－Terpineol）の酸化に対

してTS－1，T卜βよりも高い活性を示した。

（宍戸哲也）

トリフルオロメタンスルホン酸処理したゼオライト

による気相MTBE合成

GasPhasesynthesisofMTBEonTri鎚ic－Acid－

Modi抗edzeolites．

A．A・Nikolopoulos，A・Kogelbauer，J・G・

Goodwin，Jr．andG．Marcelin，′αJ血，158，

76－82（1996）・

3種類のゼオライト（H－Y，H－ZSM－5， H－

Mordenite）にトリフルオロメタンスルホン酸

（CF3SO3H）を修飾し，気相でのMTBE合成に対

する活性の変化を検討した研究。トリフルオロメタ

ンスルホン酸（TFA）の修飾量が低い（3wt多以下）

場合，比較的大きい細孔を持つH－YにおいてTFA

修飾により，MTBE合成の活性が上昇した。これ

以上の量では活性は減少した。これは，酸点の被覆

と修飾時に骨格外Alが形成されたためとしている。

中間の大きさの細孔のH－ZSM－5，一次元構造を持

つH－MordeniteはTFA修飾によって顕著な被覆

が起こった。TFA修飾と骨格Alの形成は相関して

いた。修飾量の低い時活性は上昇したが，大きくな

ると減少したことから，骨活外Alと酸点（格子内の

Alに関係）の両者の存在によって活性は上昇したと

している。 （宍戸哲也）
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第12回ゼオライト研究発表会

今秋も「第12回ゼオライト研究発表会」を下記要

領で東京の上智大学で開催いたします。天然体およ

び合成体のゼオライト類縁物質の基礎と応用の新た

な展開を志向します。充実した研究発表と活発な討

論の場に多数の研究者・技術者が参加されることを

期待します。この機会に奮ってど参集下さい。

主 催 ゼオライト研究会

共催等（順不同）化学工学会，触媒学会，石油学会，

日本イオン交換学会，日本エネルギー学会，日本

化学会，日本セラミックス協会，日本地質学会，

日本粘土学会，有機合成化学協会（予定）

日 時11月28日（木），29日（金）

会 場 上智大学図書館9階（東京都千代田区紀尾

井町7－1，JR中央線および地下鉄丸の内線四谷

駅前）

テーマ ゼオライトおよびその類縁化合物に関連し

た研究の基礎から応用まで。

講演の種類1）特別講演（2件予定），2）総合研

究発表（成果がある程度まとまっている研究を総

合したもの。したがって，既発表の研究成果であ

っても，それらをまとめたものであればよい。討

論を含めて30分程度），3）一般研究発表（未発

表の研究成果の発表。討論を含めて20分程度）。

講演申込締切 7月26日（金）（今回は締め切りが早

めですのでど注意ください。FAXでも可能です。）

講演申込1）講演題目，2）発表者氏名（講演者

に○印），3）所属機関，4）講演の種類（総合研

究発表か一般研究発表かの区別），5）研究分野

（プログラム編成の参考用に，次の分野のうち一つ

を選んで下さい。鉱物学，地質学，構造，合成，

イオン交換，修飾，吸着，触媒，応用（農業，洗

剤など），その他），6）連絡先（郵便番号，住所，

氏名，電話番号，FAX番号）を任意の用紙に記入

し下記宛にど郵送願います。

申込先 〒152東京都目黒区大岡山2－12－1東京

工業大学工学部化学工学科小野研究室 ゼオライ

ト研究発表会係，TEL O3－5734－2ユ23，FAX

O3－5734－2878

登録費 会員（主催並びに共催等の学協会の個人会

員，およびゼオライト研究会団体会員の法人に属

する者を含む。）4，000円，学生1，000円，非会員

6，000円（予稿集代を含む。当日申し受けます。）

予稿原稿蹄切10月4日（金）（9月上旬に執筆要領

をお送りします。）

懇親会11月28日（木）講演終了後，上智会館にて

会費5，000円の予定。

問い合わせ先 〒409－01山梨県北都留郡上野原町

八ツ沢 帝京科学大学物質工学科 ◎難波征太郎

（TELO554－63－4411，内線2543），〒152東京

都目黒区大岡山2－12－1東京工業大学工学部化

学工学科 馬場俊秀（TELO3－5734－2625，FAX

O3－5734－2878），東京工業大学理学部化学科

小松隆之（TELO3－5734－2602），〒169東京都

新宿区大久保3－4－1早稲田大学理工学部資源工

学科 山崎淳司（TELO3－5286－3321，FAXO3

－5286－3491）

旅章援助候補者の応募について

本研究会では例年と同様に，若手会員諸氏の優れ

た研究発表を奨励するため，旅費の援助をおこな

います。旅費の援助を希望される方は下記の要領

でど応募下さい。

－記一

応募資格 若手の本研究会個人会員または学生会員

で講演をおこなう方。

援助額 往復旅費実費，ただし，4万円が上限ですも

採用人数約5名を予定。

応募要領 用紙1枚に氏名，年齢，所属，身分，旅

費の概算額，連終先を記入し，講演申込時（7月

26日蹄切）に上記のゼオライト研究会研究発表会

係宛ど提出下さい。
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ゼオライトとメソボーラス物質

の合成一解説と実演一

昨年6月に大阪大学で開催された「ゼオライトと

メソポーラス物質の合成」の講習会では，参加希望

者が定員を大幅に超えたため，多くの方の参加をお

断りせざるをえませんでした。そこで，今回は講師

陣を一新して，下記の要領で東京で同様な講習会を

開催することにいたしました。ゼオライト（zSM－5，

βとMCM－22）およびメソポーラス物質（FSM－16

とMCM－41）の合成について，初心者を対象に合成

法を詳しく解説するとともに，実演を行い，その後

個別の相談に応じる予定です。なお，定員は30人に

限定させていただきます。

主 催：ゼオライト研究会

共 催：日本化学会関東支部，触媒学会，石油学会，

化学工学会（予定）

日 時：7月23日（火）午前10時から午後5時まで

場 所：東京工業大学大岡山キャンパス西5号館

W531教室 〒151東京都目黒区大岡山2－12－1

会場の問合せは，東京工業大学理学部化学科

八嶋研究室 TEL O3－5734－2602

交 通：目蒲線，大井町線大岡山駅下車すぐ

定 員：先着30名

登録締切：7月12日（金）

1．参加者名，2．所属，3．会員非会員の別（会員の

場合は所属学協会名），4．連絡先（電話，Fax番号

を含む）を明記の上，葉書，Faxまたはe－mail

で下記宛にお申し込みください。

申込先：〒409－01山梨県北都留郡上野原町八ツ沢

帝京科学大学物質工学科 難波征太郎

TELO554－63－4411内線5243

FAX O554－63－4431

e－mail：namba＠nt仇aC．jp

登録費：会員（主催，共催等の学協会個人会員，お

よびゼオライト研究会団体会員の法人に属するも

の）10，000円，学生3，000円，

当日会場にて申し受けます。

講 師：東京大学工学部

早稲田大学理工学部

帝京科学大学理工学部

世話人：連絡先と同じ。

非会員15，000円。

辰巳 敬氏

黒田 一事氏

難波征太郎氏

ゼオライトフォーラム

ーゼオライトを用いるケミカルズの合成技術一

近年，日本で開発されたゼオライトを触媒として

用いるケミカルズの合成技術について5人の方に講

演して頂きます。講演では，触媒開発の基礎的なア

プローチから工業化に至るまで幅広くお話して頂く

予定です。

主 催：ゼオライト研究会

日 時：10月18日（金）午後1時～6時まで

場 所：倉敷市本町7－2

ホテル・倉敷アイビースクェアー（倉敷美

観地区内） TEL O86－422－0011

講師と題目：

泉 有亮（名古屋大学）

「粘土の反応場特性を活かす有機合成」

清水信吾（広栄化学）

「ZSM－5ゼオライト触媒によるピリジン塩基類

合成」

岩山一由（東レ）

「芳香族塩素化物の異性化技術の開発」

佐藤 洋（住友化学）

「ペンタシルゼオライトの酸性質制御と触媒作用」

石田 浩（旭化成）

「ハイシリカゼオライトを用いる水溶液系でのケ

ミカルズの合成」

参加定員：40名

参加費用：登録費3，000円 懇親会費7，000円

申込締切：平成8年10月4日（金）

申込先：〒711岡山県倉敷市児島塩生字新浜2767」

11旭化成工業（株）右化原料技術開発部石田浩

TEL O86－458－3325（直通）

FAX O86－458－3335

主
共
期
会

第40回粘土科学討論会

催：日本粘土学会

催：ゼオライト研究会はか

日：9月19日（木）－20日（金）

場：早稲田大学国際会議場（東京都新宿区西早

稲田ト20－14）

討論についての問い合わせ先：

早稲田大学理工学部応用化学科 黒田一事

〒169東京都新宿区大久保3－4－1

TELO3－5286－3199 FAX O3－5286－3199
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第5回イオン交換講習会

初心者のための「実験によるイオン交換講習」

主 催：日本イオン交換学会

協 賛：ゼオライト研究会はか

日 時：8月22日（木）～23日（金）

場 所∴昭和薬科大学町田キャンパス（東京都町田

市東玉川学園3－3165，電話：0427－21－1511（代

表））

第1日目

・午前

・午後

・夕方

第2日目：

10：00～12：00，13：00～16：00

実験内容の解説

（実験1）有機イオン交換樹脂の扱い方と

その機能

懇談会

9：30～12：00，13：00～15：30

・午前（実験2）無機イオン交換体の扱い方とそ

の機能

・午後（実験3）イオン交換膜の扱い方とその機

能

（実験の順序は都合により変更する場合がありま

す）

実験内容：イオン交換の初心者の方のために大学お

よび樹脂メーカー・ユーザーの専門家の方が実験

を通じて丁寧にイオン交換の原理およびその機能

について教えていただけます。

宿 泊：遠方の方には昭和薬科大学の宿泊施設（キ

ャンパスに隣接）を利用できるよう準備中です

（1泊6，000円程度）。

参加費：会員（協賛学会を含む）25，000円，

学生10，000円，非会員35，000円

予約申込締切：7月19日（木）（定員35名）

参加申込方法：B5用紙に 氏名，（1）会員番号（本

会会員）または所属学協会名（協賛学協会会員），

（2）勤務先名，職名，（3）連絡先所在地，所属部

課，（4）連緒先電話番号，FAX番号をお書きの

上，郵便またはFAXにて下記までお送り下さい。

（参加者が定員を越えた場合には，会員，非会員

の方を優先させて頂きます）

申込先：〒194東京都町田市東玉川学園3－3165，

昭和薬科大学分析化学研究室内 イオン交換講習

会係 TEL／FAX：0427－21－4510（自動切替）

参加費支払方法：郵便振替，加入者番号：00100－

6－705954，加入者名：イオン交換講習会係

（企業の方は参加者の個人名を明記してください。

明記なき場合以後の連格は不可能になります。）

日本イオン交換学会・日本溶媒抽出学会連合年会

第12回日本イオン交換研究発表会

第15回溶媒抽出討論会

主
共
協

催：日本イオン交換学会・日本溶媒抽出学会

催：日本化学会

費：ゼオライト研究会はか

日 時：11月11日（月）～13日（水）（イオン交換研

究発表会は12臼まで）

場 所：千葉大学西千葉キャンパス，けやき会館

（〒263 千葉市稲毛区弥生町1－33，電話：043－

251－1111（代表））

共通テーマ：二相聞分配反応とその応用

懇親会：11月11日（月）千葉市内 会費：5，000円

講演者込締切：7月12日（金）（郵送または電子メール）

講演要旨締切：9月13日（金）（郵送）

講演申込方法：（1）題目，所属，発表者（講演者に

○印），（2）申込者氏名，（3）申込者達路先（所属

部課，所在地，電話番号，FAX番号，電子メール

番号），（4）100字程度の講演概要，（5）英文によ

る題目，氏名，所属，（6）所属学会名，B5判用

紙に明記し，発表を希望する学会の下記事務局宛

に申し込む。

参加費：一般5，000円，学生2，000円（予約申込者

は1，000円割引）

予約申込締切：10月31日（木）（1）所属学協会名，

（2）氏名，（3）勤務先名称，（4）連絡先所在地，

所属部課，電話番号，FAX番号，電子メール番号，

（5）懇親会参加の有無，をお書きの上，電子メー

ル，FAXまたは郵便で下記のどちらかの事務局宛

お送り下さい。

申込先：◎第12回日本イオン交換学会：〒305茨城

県つくば市並木卜1無機材質研究所第7グルー

プ（小松 優：電話0298－5卜3351，FAXO298－

54－9062，電子メールionsymp＠nirim．go．jp）

◎第15回溶媒抽出討論会：〒162東京都新宿区神

楽坂卜3 東京理科大学理学部化学科（関根達也：

電話03－3260－4271，FAXO3－3235－2214，電

子メール96solvtsymp＠ch．kagu．sut．as．jp）

参加費支払方法：◎第12回日本イオン交換学会：郵

便振替 加入者番号：00130－0－119845，加入者

名：イオン交換研究発表会係 ◎第15回溶媒抽出

討論会：01720－2－11904，加入者名：第15回溶

媒抽出討論会

（企業の方は参加者の個人名を明記して下さい。明

記なき場合は以後の遠路は不可能になります）
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Zeolite’97

1schiaPorto．1taly

September23叩28．1997

Zeolite，97，the5thInternationalconference on

theoccurrence，Properties，andutilizationofNatural

Zeolites，Willbe heldlnIscllla Porto on theIsle of

Ischia，Naples，Italy，拉om september23－28，1997・

This zeoliticislandis renown forits
exotic green

ZeOlitictuff（Tuf払verde）anditsdeliclousredwine
（Epemeo Red），made払om grapes grownin zeolitic

SOilontheslopesofvoIcanicMount王pemeo・Access

鈷omNaplesorpozzuoliisbyfe汀yaCrOSStheBayof

Naples，a trlP thatis almostworth theprlCe Ofthe

reg呼ation
fee byitseは The Con鎚remce willbe

sponsoredbytheInternationalcommitteeonNatural

Zeolltes and theItalian Zeolite Association． The

OrganlZmg Committee consists of carmine Colella，

generalchairman；AlbertoAlbertiandElio Passaglia，

PrOgramCha血1en；RosarioAlello，Gnancialchairman；

Paolo ciambelli，treaSurer；and Maur近io de，Gennaro，

10Caland field trlP Chaman・Professor Riccardo

Sersale wi皿be
honorary

chairman・A welcommg

PartylSPlannedforsunday，September23・Technicaユ

sessionsandpostersessionswulbeheldonseptember

24，25，27，and28・Aん11－dayexcurslontosightsof

scienti抗c and touristicinterestisplannedforseptem－

ber26，andanoptlOnalthree－dayexcursiontozeolite

depositsincentralItalywdlbeheldonseptember29

to octoberl．Professor Aiello has told meim con良一

dence that thecommittee plansaspecialeruptlOnOf

MountVesuviusontheothersldeoftheBayofNaples

丘omIschia durhg the conference week，SO that

PartlCIPantSCanCOllecttheirownsamplesofprecursor

zeolites．

Ifyouhave anintersthattendi皿gZeolite，97and

PreSentlngaPaPer，Pleaseinformpro砧ssorcolellaas

soonaspossiblesothathecanplanaccordingly．

Dr．CarmineColella

Dipt．IngehnerideiMaterlale／Prodozione

UniversitもdiNapoli“FedericoII’’

PiazzaleTecchio

80125Napoli，ITALY

39－081－768－2390

Fax39－081－768－2394

11thlnternational

ZeoliteConference

SeouしKorea

Au9u武12－17．1996

0rga皿汝d

u皿dertheÅuspicesofIZÅ

ThirdCircular

GENERÅLINFORMÅTION

●PERIOD

●ORGANIZED BY

●VI≡NUE

●LÅNGUÅGE
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August12〈Mon・ト17〈Sat）′1耶略

11thlZC OrganlZl11g Commltteeln Kl⊂hE
underthe

AuspICeS

oflZA

HotelLott亡′】∝atedl11C州tralおoulc】ty′KOREA

Englishwlllbe theofficlallanguagefor thellthIZC′

the Pre＿⊂onferen〈：e Summer5khoo10n ZeollteS and

the Post－CoIlferenceSymposlum On CatalysIS・

me⊂onference Pr∝紀dings willbe publishedln English as

wel1．

●ORGANIZING COMMITT電E

Chairman

●SECRETARIAT

Prof Hakze⊂hon

Korea Adva11CedIllS＝ute of女lel－⊂eand Te⊂hno10gy

373－1，Kusul－g－dong，Yusung・gu．TaeIOn305－ア01′KoTea

Tl：】．＿＋82－42・869－81〈）1

Fax∴＋82・ヰ2－869鴻170

Al＝1－qulrleS、Vlth regard【o t11ご11th】ZC should
be

dddr〈）SS亡d to【11ell【hlZ⊂Se⊂r（－tarlat．

DT YoungSun UH

llthIZC Se⊂retariat

c／0ImRCOM
Convent10n鮎ⅣlCeS′Inc・

4Fl．Jisung Bldg・．＃舛5－20，Yok5aml－don＆Kangnam・gu′

Seou1135－081．Korea

Tel∴ 十82・2・3452・7291

Fax．十82－2－5f追一7322

E－mall＝uhyoung＠klStmalI・klSt・rekr

SCIENTIFICPROGRÅM

me
sess10nS Wll】k class泊ed as fo110WS；

Adsorphon′ GtalysIS′ Chara⊂tm祖t10n′ NovelMatenaIs・Syれthesis・and ¶eory on

Zeolites．

PIENARY LECmRES

The OrgarllZlng CommltteelS Pleased to announ⊂e that five renowned s⊂1entlStS a⊂CePted

thelnV－ねt10nとo present plerlary】∝tureS On the folIowlng Subl∝tS Of zeollte Sぐ1en⊂e and

t∝hno10gy・

●D．Badhomeuf．UJlIγ訂51f貞PIビr化efルknビC〃∩ちF和和α

■■Zeolites as AdsoTbe爪也and Catalysts・me
mtera⊂bve system en⊂aged mole亡ule／z印1ite

fI・ameWOrk川

●Tom一】yukiInui，Kyofp肋Ⅰワe門i吋，J呼d和

■■High Potentlalof NovelZ印11址 Matenals as Catalysts bT 知1Ⅵng Energy and

EnvlrOnmentalProblen鳩‘■

●Hellm山G・Kむge．Fnfヱ肋わビrJ〃5f仙fe〆伽M瓜タJ点れた50ロビ軌Gemd¶y
’■PosトSynthesis Modlfication ofMi⊂rOPOrOuS Ma托nalsby Solid－State Reacせ0爬一■

●Glle札D・Shld（y′U椚Ⅳr5叫〆Cdゆm一月．u5A
’■OrderThrough Flu⊂仙atlOnS：払netic Dire⊂tedSローthesISOf Biphase Stmc山re5■1

●Pa山B．ⅤモれⅥtO，U5A

’■Stmぐ山re－Reacbv呼・お1e⊂bvltylミelationshipsin Reacbon of Organl⊂S OVer Zeolite

Catalysts川

ORAL ANDI〉OSTl三R PAPl≡RS

The女IentlflC Su♭－Commlttee tentat】Vely a亡CePted
2ア0⊂Or伽butlOnS for presentatlOn dt

llthlZ⊂・Among them，dPPrOXlmate】vllO papers willbe pTeSented orally，1n three

Para】】elsess10nS
The
rema】nlng PaPerS W111由presented

as posters durlng three poster

SeSS10nS．There wl11be
no differen⊂eln the publi⊂at10n Or Oraland p⊂，Ster Pre父ntatlOn

ln the Corlreren⊂e Pr∝eedlngS

Thel【entatlVe11S10f tltle5and authors are glVen at theend ofthis亡1r亡ular．
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PRE・CONFERENCE

SUMMERSCHOOLONZEOLITE

ÅⅥ卯St8－10，1996，Ta匂on，Kofea

REGISTRATION

mere由sはabonfee for regu血par血⊂1Pa山sIS US＄5伽．m15FeelnClude5；

－attendance of summer school

－aCOPyOf血ecour紀teXth氾k（6伽pages〉′Published
by EIsevler

－aCCOmmOdation
for threedays，allmeals

－COff飴breaks血mng
theschool

－a⊂ulturalexcu柑10n tO theancieエーt⊂aPital⊂ities orPaek⊂he Kingdom

Note血at the spa⊂e for血eSummer女hoo10n Z印1ite51Slimlted to only120personsl

ÅCCOMMODATION

AllpardGPan也 andle仙rers wlllbe ac⊂OmmOdatedln the donれltOry Of Educatiom

Center‘sGuestHou5eWithtwoorth改印r幻mPr rOOm・

mNSPORTATION

me parhdpants are k血dly a5ked to pTePare for amva10n WedIleSday，Au酢lSt7，1朔．

Upon you∫ardvalat Kimpo〈おoul）IntematlOTlalAi呼0叶takeKAL LlmOuSlne8us Llne

No．2to SeoulStation．whidl⊂OStS4．∝和won
oT about5US dollars．OT take a taxltO

艶oulStatlOn魚emaeulExpress Traln
Wl11take you to Ta巧on Stahonlnlhour and40

mlnute・Shu杖k発rd⊂e Wlllbe provided from Tae】On StatlOn tO the EducatlOn CenteT，A

⊂Omf・limentaヮけ帥SPOrtation発m⊂e tO HotelLotte〈main Conference
slte〉1n艶oulwl11

kprovidedo一丁ぬ山rday′Au卯StlO．1弊6afterthe女hooIEx亡urSlOn

TOPICSÅND L電CTURES

－Pedodit
Me50POrOu与MatedalsこSynthesis．Cha∫ad血出血）n

ahd Potenぬ1Appli亡adons

九Sayad（U椚γ・b桝んCd朋ddJ

・Sy爪thesis．Ch▲ra亡te血don′andCatalysIS With Mi‘fOPOrOuS Fededtes．

0（ta血e血alMol紺u血SieYeS′and Layered Matedals

S．」．5山王わ（U和！γ．Con和ビCfIC〃f．U5－4ノ

OrglniくZモOlit朗

51甲九州レe（肋血〆Mf血J卵札U5Aノ庁〃d
D・ⅥⅥb仙川桝dn

r肋血〆〃伽0吼USA）
SI〉∝廿0∝0Ⅰ〉iくChむa⊂ted別don ofZeolites

尺．F．肋we（UN5叫A〃5わⅥjf斤J

⊂hara亡teri射出on ofZeolitk Matedals by Solid

M・5山cたα持上ⅣTE仁Nom叫

Åppli⊂adon of Suda⊂e S｛ien⊂eTedl11iquesi爪

Stak NM又 Stさte Of theÅd

the Field Zeoli杭⊂

5・ズdJJ昭〃川ビ（U〃肌hMんG乃8血）

ComputadonalAppTOadleSin Zeolite Slm⊂仙ril⊂hemist汀

J・州・N孤，釦椚rβ∫0きy′，巾Ⅵ5んUSA）

WhさtCan】】ein the Channels
a爪d⊂一山吋ofZeolites

払rJS材rU刀iP・〆〃仙，椚しU5AJ
Condll⊂dng S血加代in Chan爪els of Pomus Matedals

乃8∽乃（P〃r血ビUIIJツリU5AノModifiくadon of Zeolites

Modifi⊂adoIlOf Zeolites

汁5・5九灯り（U′I肌N飢〃MビエIC8，U5ノ1）

Ad卓OrPdo爪and DiffusioT10n Zeolites

M．8ぴ0Ⅳβ〃d九Mfck rβOC U5AJ

New Catalytk Appli⊂adon of Zeolites foT

C．T．0′Co椚0㌧E。Vβn Sfe広汀β和d M．£

Peboくhe巾i〈：als

DヮrUnIγ・C庄野乃抄乃′

Sy爪the＄is ofIn托medi抽sand Fi爪e Chemi亡als using Mole⊂u血

S．Feast
andJ．九レw（仙川fe山王P．，伽Nビdkr血和ゐJ

Matedals

5・4巾αノ

SiモVモCatalysts

ーZeolite－ba5ed Mモmbf抑朗．打甲arad8m，Pdormanくe a爪d n伽P∝ね

M．J．den Exter．J．⊂。Jan父n．J．vande Graaf．

and〃・りβn8e址“mのe岬ul乃γ・′¶－ビNef如rk汀d5J

FURTHIミRINfORMATION fOR PRI三－CONFERI：NCE

汀you11eed rurtherlnrOrmd110n′P】ease⊂OntaCt

Pr〈）f．Sl≡On lhlWoo

DepartmentofCheml⊂alEnglr■∝nng

Korea AdvancedInstltute Of S亡IenCe

and Techno10gy

371－1Kusong－dong′Yusung・gu．

TaeJOn305一花1，Korea

Tel ＋8242－8る9－3918，

Fax ＋82－42一路9－3910

E－maIl：WSl㊥conver．ka15t．a⊂．kr

拠痩
Korea ResearchInstltute Or ChemlCal

Te⊂hれ010gy

PO．BoxlO7′Dae Duk5丈1en〈：e Park

Tae】On305－鵬′Korea

Tel：＋82－42－8創）－ア6アO

Fax ＋82－42－860－7676

E－mallsepaTk㊥pado・kr】Ctre・kr

POST・CONFERENCE

SYMPOSIUM ON CÅTÅLYSIS

Åu卯St19－20，1996，Kyo几由u，Korea

A PosトConference Symposlum On CatalysIS related to EnvlrOnmen血 AppllCat10n Of

Zeolite wlllbe heldin Kyon封u．什om Monday．August19tD Tuesday′August20at

Concord Hotelin Kyong】u・KyongIulSl∝ated3伽km southest of S己Oul．Kyongiu．血e

CaPitalofShi11a Kingdom for a tho－一組nd years kglnmng the first⊂entu汀臥Cりabounds

in temples，rOyaltombs．and other historic reli⊂S Tefle（bng
出e
glory of

山e an⊂1ent

bngdom・丹ogram will⊂OnSISt Of two plenaIγlectures and fouriれVltedl∝h汀eS andll

軸1iclted oralpre㌍ntabo一丁S・

PLENARY LEmRES

－AlexIST・Bell，U〃！γ・〆GJゆrnrd．βerたeJy．U5A
－Makoto MISOnO．乃ゆoU”肌J甲府M

INVITED1．召mRES

・J．N．Amor．Afr
f〉rp血c15身0お椚‡〃J5．上れC．′U5A

－R．F．Howe．肋lP・〆N仙′So“肋仙Je5．加5f和J一々
－D．Barthomeuf．unlγ汀S王fe

P如ef M庄ne C〃nビ．Fr庄乃亡e

一札H61den⊂h．尺的mA丘血∽，Gビmdny

ORA1．PRESEmATIONS

－HellmutG・Karge′Fnfz肋わ打丁稚5仙一f¢Cemdny

・C．Na⊂⊂adle，⊂NRS．F′β〃Ce

－T．Yashima，乃吋oJ”5肋fビザ乃亡ん伽Jo紗J呼dn

－H．van馳kkum－′8岬Un肌ザ乃c如Jw．珊e柚伽r血d5
－M．Iwamoto★，〃0た血1ゐUn王γ．ルpβれ

一StevenL．Suib★，U椚肌〆α””′Cf【仙f，USA
－H．⊂．Foley★′U椚玖〆ロビ上月Wβ均u5A
一兎ong仙Woo・XAJ5T

－In－SikNam′伽如nぎUm肌〆ScIビ和Ce身乃c山川oJo紺
－JaeSungLee′肘一円ぎUn吼〆5c∫enCビ身恥cんnpJo紺
一Hyun－KuRhee・5紺〃J仙flPnβJU血

〈★indicatesthosewhohavenotkenconfirmed）

PUBtICATION

NegotladonlS unde∫Way
tO Publish allthe pre㌍ntatlOnS aS a SeParatelSSue Of the

GtalysISToday・

REGISTRATION FEE

US＄2〔沿whi⊂hlnCludes；

一attendlng
thesymposlum

－SymPOSlum
d】nner

・aCOPy Ofabstracts

SCHEDULI：

Thesymposlumt杷glnSdl㍑刃on August19andendsat15：300nAugust20・1朔

TRANSPORTATION

Kyong】ulS SeⅣed by a domestlC al叩Ort at U一泊n・mereare8s（heduled dalIy nights by

the Korean Air LlneSand4dally F11ght5bv Aslarla Airline betweenSeouldnd UIsan The

Con⊂Ord Hotelwlllrun a⊂OurteSy bus pICkupon Augusr18（lateaftemoon〉and August

19〈momlng）for the（OnVenience of the Symp岱1um Part】CIPantS・11e bus5Chedu】e wll】

k
announ亡ed∂t theIZ⊂meetlnglnおoul・mere are also4dally first⊂1ass h・aln

発Ⅳi亡鰐ねtweenおouland KyongIu，the tTalnS Wlllbe metby hotelbus

HOTt：LINfORMATION

An alトlnClusIVe SymPOSlum rate OrⅣ92．0〈沖（approx・US
S120）wlll⊂OVerけ1e rOOm for a

nlght on August19．a breakfast
dnd alun⊂h on August20．mose who wISh to extend

the】rStay⊂an do
soaい入′65，0榊（approx US騨4〉pernlghtnotlnCludingmeals・

FURTHER‘INFORMATION FOR

POST－CONfERENCl≡ SYMPOSIUM ON CATA1．YSIS

什of．YollngGuIKim

Direct叫Researc九Ce瓜terforcatalyticTech几O10gア

Poムa爪gUniversityofscienceindTechnology（POSTECH）
P・αBOX125，Poha瓜g790－600，Korea

Te1．：＋82－562－279－2261，5800

Fax．：十82－562－279－5799，2699

E－Ma」：γgk血＠visionやOSteCh・aC・kr
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TENTÅTVE LISTOF CONFERENCEPÅPERS

ADSORFrION

1汀－PrOVed．SynthesISOf〈Ca〉一and〈Ca．Al〉・Fa叫aSlteS
Zビ上州汀GβわビJ′rd．V Norわど愕庁〃d T・仙

CarbnDlOXldeAdsorptlOnKlnetl⊂SlnthePTeSenCeOfLlghtParafflnSOnNaA＆CdA

ZeollteS

A11dre‘Y川．ズJIけdβた仰d〃d」．V．C．尺ビビS

PhaseTranslt10nTypesObservedDurlngtheおrpt10nOr VanderWaalsCdSeSOnModel

Zeolile5こSill⊂aliteIand AIPOl－5

JP⊂J川山＝Jわ′C．ルbrfln．P」．」血－ビ〃y〃β〃dY
Cr仙†

StudyofTheMolecular D】ffus10nln¶－eIntema】PorosltyOfZSM－5ユnd H－MOR ZeollteS

」．⊂．亡ゴビMβIIPn，れ／．GK川＝川JF Fな〃ビr打5

艶1トDlfF鵬10n and
D】rfusIVeTransportln Zeolite Crystals

／βrぎK∂愕erdけdDM
尺山Jl〃ビ和

Sp∝lfi〔AdsorptlOn fTOmAqueous Phaseon ApolarZeoli亡es

C／椚S叫，九β＝′矩r5β亡々，J・fprれ¢什′／仙J汀仙zβ〃dK・飢d山oJz

Adsorpt10nStudleSOnOrdered Mesoporous Materlals

†J8n亡JIe†1，M．8＝S一仇M・〃J”†zピ，H・5仙d＝〃d／〃Cリ〃・1Ho材

⊂hara亡terlZahonofA⊂1d－Base－and Redox－TypeSlteSln ZSM－5ZeollteSbySorpt10n Rate

‖Spe⊂什os（OPy”

Gyor紺○＝yど釘ydた′J・V叫州d〃dLVC尺ビどS

PressureSwlngAdsorphonofOrganl亡お1ventVapoTSOn MesoporousSlllCa Mo】e〔ularSieves

5ビ∫血rp Nd〃加，N・S＝ぎ′V州′α，M・％川吼J・5J〃川庁川＝′札5 如上＝〃dル〃J三川〃‖

⊂ommensurate Freezlng Of Hydr∝arbonsIn ZeollteS

ⅣJ．ルL乙椚ⅠレW〃．JPレ仙仙川ヱビ〃．β5＝＝ん／〃＝〃⊂．〃丘n肋qグ〃〃d尺・A乙，β〃5d†仙〃

MethanoIAdsorpt10n and A⊂tlVat10n
bv ZeoIltl⊂Protons

5t－Jβ〃ざで尺帥5Z上0て‘－5よ…＝‘ゴ尺＝塘ビrノ1乙7椚！5糊付〃

打－RSpe⊂trOS（OPl⊂StudvortheAdsorptionotHydrogenCvanldeby Hydr∝arbonTreated

Zeo11teS

乃州J〃5D S川仙βノーd／．／仰＝5

An－SOtTOPl〔Mot10nOfWateTlnZeo】lteSEMT・LandZSM－5dSStudied bYD・dnd H－NMR

LlneSplittlng

ん∫，∫州e仙！ぎ川・州β〃5J汀糾d はレd汀r′

1H＿NMlミRelaxa【10n TlmeS Of Water and
Benzene Adsorbedln Zeollte Beta

封！〃わ〃llβ5dr【ねr′レV亡〉βαSJビr州d H．レ亡Jlビr！

On【heSorptlOnOfEthylbenzenelnZSM－5

尺に／1βr‘†5d川MβdJビ「，Pビfrr LJr州Z〃Hd Hdhl川†G K〃rズ亡■

Single File⊂ounterdlffuslOnIn PoresofInfln舶and FInlte Length

J．〃．DM斤rEJ′Uy‘仙プ S一札5〃JI

ZeollteS aSSensltlVe Materlals forOrgan忙Vapour Det∝bon・An ExploratoryShldy

CdrJo C丘nね伽】．M．PビJ川仇M 伽n5Ⅰ汀rαnd C ⊂βJe仙

Adso山もlllZahon Equ111brlum Of Rhodamlne
B by Zeollte／SurfactantComp】exes

K8仙〃仙肋yα上々W吼Ay〃b伽わβ5れy〃良一仙o M∫yβmOfod〃d
上汐の5df血e

おrptlOnOfWater Vaporon HZSM・5Type Zeolites

乃l川りr5d”0．Tズd5“叩．X 乃んeれ5
ノ4rdZd々川〃d

Y・払wβたdml

AdsorptlOn OfSulfur DlOXlde onYJType Zeol】t朗

Y庁5〃kdfβ乃rαPれY ルーリれ汁軸椚α5βれY Y月5ufd上官．J・Jz〃椚】βnd5 鮎gαⅣβ

Rapld一女annlng FトIRStudv on the Adsorpt10nSOfMe山anoland Wateron H－ZSM－5Zeolite

F“川舶β仙払わβy斤Sれ仙5βんroKβ5仙n∫．乃†5〃押Fゆ0，ル乃わN・ズ0”丸鮎z址M斤HDo椚∽打〃d

CJlI打たヱ〃汀05e

AdsorphonofAcetvlacetoneon LaverSi11CateContalnlngVarlOuSInterlayerGhOnS

わ′】ぎ批た50力…〃dノ5βnぎ〃Leビ

Hydrogen艶parat10n bvTwo－BedIちA Pr∝eSS

ルビyO“れぎ沌〃ぎ′Jd〃ぎ一的㌫Leど，⊂んβ汀g－〃dLビア〃〃d
〃dりuエビビ

Ethylerle Adsorpt10n On HNaZSM－5－KinetlCS山dy

SビrgビIN t々res如力βgr〃′NP K椚上′NN5抽仙川αd打d A・C－4〃5JTfね

CATÅLYSIS

ShapeSele⊂tlVe AlkylatlOnOf Naphthalene bYPTOPylene overDifferentModlfled
MoTdenites

β抑・Lヱβ〃S【J，ErTC G De和l‘庁ne止れd D仰】d L，Xiれg

粂lect】Ve Key－Lo⊂k CatalvsISlnDlmethvlbran⊂hlngOfAlkanes onTONTy甲ZeollteS

州50“むerリ打5′／A仙rfeん5．」．Uyrferん0諒e打′GF．F和椚e”r庁”dPタビrreA・ルcoわ5

meInfluenceofReagentsonShape一女1ectlVe Alkylahon ofBiphenylsoverH－Mordenite

M．M庁f5エけれPfp．X T〃′T入仙5uZdれ丁肋nβPれy・ズ‘血れγ・5〃ぎ＝－〃片れⅩ・Nα叫Ⅰ椚丘，A・
J宮β和5血∫ 点れd K K山〃川JOr′

おle⊂tlVe BenzeneIsopropylatlOn OVer Fe－Contalnlng Zeolite Beta

Aレ 51〃汀打0㍗′F川Jl亡ビ5亡O D′尺ビ〃ヱ仇OE．」どわビd仰札D．β川和eJ，凡CJ†上仁山e．A．砧むOJdれ）′且V

尺β＝β〃0乙－5々v′C・G‘Or血れ仇F Fβ／＝Jd β〃dJJJγβ〃8γ庁．

Acylahonof PhenoIwlth A⊂etl⊂A⊂1d・EffectofDenslty
andStTen軒hofAcldSlteSOn

the

PropertleS Or MFIMetal10SlIICateS

FJ〃ydf′M
C〃即れM CoJ血，β55erdHd C C－d桝ビ伽

Methar101Amlnat】Dn OVerSmalトPore
Zeo】lte⊂atalysts

Xp址／Ⅰ∫5ピぎβてt，βd〃d ん†C 〃ββ

NewlnslghtlntO the Me〔ぬnlSm
OfZeollte⊂atalyzed

Nu⊂1eoph111⊂Amlnat10nVlainsltu

lnfrared Spectros⊂OPy

CJ汀15仙′lGru〃d伽ズ′レ・rbrノ4 的‘沖川d・C“わr・eJFEde卜M汁fん庁〃dルんβ〃〃β九レrcルビr

The AromatIZat10n Of Methane over Mo／HZSM－5ZeollteS Wlthout UslngOxldants

MβUづ州g XJビ′X〃軸‖ぎ′レ伽－／‘川ズ0上川′⊥u〃ぎ－JIdれg乃0′Ⅹ“e－〃”仙mg．G“ゆ”Ⅹ〃，⊥ェ〃ぎづカビ〃g
仙〃ざ′YトlJr X＝′5J′卜〃佗r－L川 β〃d

X∫ぐ一∫一“〃G＝0

ConverslOn Of n－Pentane to8enヱene T01uene and Para－Xvlene over Pore SIZe ControIled

Gaの｝1ncorporated ZSM・5Zeollte

YS・βJ叫JD郎β〃d Aβ 肋Jgeれ

Appll⊂atlOnOfa KinetlC ModelforInvestlgat10nOFAromatlZatlOn Rea亡と10nS Or Llght PararflnS

and01eflnS OVer HZSM▼5

D”11fr18 Luky戊nOV

KinetlCSStudvofEthylbenzeneDISPrOPOrtionatlOn
WlthMedlum and Ldrge PoreZeoIl亡es

N Ar5enOツβ′州0批点ぎ〃れd 〃G・Kdrge

Zeo11teSln theEnvlrOnmentalProtect10n・De⊂OmPOSlt10n Of⊂h10rOfluorocarbonsoverZeo－11e
⊂atalysts

乙だ∂れyβ′J肋打〃はSβI！dJ′汀re X汀！⊂Sl

⊂haractenzatlnand⊂atalvtl⊂PropertleS
OftheGdl】lumPhosphate Molecu】arS－eVe⊂】overIte

尺0げFr！C女e′M．批柚r．〃二L．Z〃わpw＝打d占5d7rビ‘ビr

A Pl⊂OSe⊂OndSpectros〔OPICS山dyonthePTOtOnTransfersof6－HydroxyqulnOlIne－nZeol舶

Cages

〃yェ〃仙〃g yu′J伽伽r女，Ndmレ伽和g50”ぎβ〃d D〃イビ0打／庁nざ

ReglO粂1ectlVltyln the HYdrogenahon ofGeranlO10Ver Platlnum ContalnlngZeollteS

DIビdn九砧5′尺“dyF Pqrfo占，K椚〃V汀Cruy55edれd PエビrrビAJ♂COわs

Shape一兎1ectlVeZeollteCatalvsed Syれ血esIS OfMonoglycerldes by EsterlficationofFatty A〔1ds

WlthGlyceTOl

£Js〃甲たd和f5′レⅥ，”H 軸rreJ5†′尺“dy F．Pdrfo〃α〃d PefビrAJβ亡0わs

Vapour－Phase Be⊂kmanれRea汀angement Uslng B・MFIZeo】lteS

／尺びeJer′G 肋If爪βれ打α打d レVf 〃ddenc力

Heterogeneously－Catalyzed AlkoxylabonofLlmOnene and AIpha－Plneneln the Presenceof

Beta Zeollte

X．〃ビ円5ビ〃．⊂．Mβ力打1椚dれdl〃F H♂dビ〃Cわ

Dげ∝tHyd和Xylat10n OfBenzene to Phenol⊂atalysed bv Dea】umInated H－1Al】ZSM－5Zeollte
†・」・Mof乙什〃“nI血eれd”d 州）他灯れぎF〃舶ビr！C山

知11d Mesoporous Base⊂atalvsts⊂omprlSlngOfM⊂M－41SupportedIntraporous⊂esIum

Oxlde

X．札 XJoピ′5fr【7βnd 〃 ロ付和 ββ址〃椚

Zeollte－⊂atalvsed RearrangementoflsophoroneOxlde

JA亡伽ぎ5′由EβLe椚Per5d〃d RA．5わeJ血

S㌫粍g器ご；ご三諾y望／慧慧一語慧監完。1謡器宝器PrOgrammeddesorptlOn・
50汀－XIJ力椚，／0れざ－Ⅹ一々on招〃d伽〃ぎ一定ビ〃〃」ビビ

MechanlSmS
Or the

Ske】etalIsomerlZahor10f n－Buten亡・OV（lr d HFER ZlさOilte．1nrluen亡e Or

Coke DeposltS．

Ml血ビJG“ISれれP加dy′N・5・GJl甲，C Tr〃γer5仙JE βぐ，！・lヱニ∫

React】OnOfn－Buteneover H－ZSM－5Zeoll【eInf】u州CCOf the A〔－d S仙ngth（mとhelsobukne

鮎l∝tlVltγ

P・M如仙血丁ビNぎOC d†ld Cん川dビNd亡伽dⅣ

Innuence of Zeo11te Pore Stmcture on⊂atalytl⊂Rea亡bvlty

A．リβれdビ尺l川5触れP／5fo的eJd叫Jび灯れCro”血肋．且G．加d憫札り，ツd”上々とHd仰m dれd

尺A．り♂〃 5d打′e〃

Skeleton HydroISOmerlZatlOnOf Hexene－11n the Pre究nCeOfSyれthesISCasonZn－Cr／HZSM－5
Catalvst

VM・My50γ，VC．5坤β〃0γ8〃d KβZ〃川和G 上州e

⊂atalvtlC Redu⊂t10n OfNl汁Ogen Monox】de bv Methane over Pd－Loadedご；M－5Zeoliles・Roles

Of AcldltV and Pd Dispers10n

Mβたofo仙58〃仇Y〃た！たo N－5力ほ斤血．M斤5d〃8n尺β礼，β椚Of8β和d 〃l血〃8ぎdぬわ

ln－S汁uIR Stud】eS OfSurface Spe⊂1eS Dunng theお1∝bve Catalytl⊂ReductlOn〈SCR）ofNO by

Propene over Cu－ZSM－5ZeollteS

Do〃ビ〃IX＝打′J〃Cん上‘ノH礼・β〃gβ〃d 5eoHg的Jレ＼血〉

ReactlVlty Of Adsorbatesln the De亡OmPOSltlOn OfNiはICOxlde over⊂u－ZSM－5Catalysts

5′抑e〃5⊂ ⊂九l一αngdnd βe〃ノβ〃Ⅰ川10PeZ

EthYlene DlmerlZatlOnln N】Ckel⊂ontalnlng SAPO MatenalsStudled by EledTOnSpln

Resonan⊂e and Gas Chromatography：－Influence of the ChannelSize

Mdrfrn〃戊rfmα氾n dHd 山rヮXeッβ〃

⊂at10n Effe⊂tSln the OxldatlOn Of Adsorbed CyclohexaneIn Y Zeolite：AnlrlS汁ulRStudy

Dl・V庄和OPPビ＝，DE De Vo54〃d P】errビA／丘COわ5

お1ectlVe Oxldatlon of Aroれ1atl⊂Hydr∝arbons overCop甲r⊂omplexes Encapsulatedln

Mole⊂ular SleVeS

尺0わビrf尺叩d〃d P仙J尺α伽5β椚y

Pa11adlumIon－Ex⊂hanged SAPO－5for A Lo、V Temperature CombustlOn
Of⊂H4

Y〃Sβ々“m々れ乃′51‘川1J5仙βm′〃汀0弊5〃NJ5／－r言上ー血β汀d 〃Ⅰ血ⅠたⅠ5〃ml

AppH⊂at10n OfCoAPO・5Mole⊂ularSleVeS aS Heterogeneous Catalystsln Llquld Phase

Oxldatl｛）n Of Alkenes wlth
DlOXygen

什FⅣJuβ〃βreuたeJFn′M王・Cビrr〃甜〃．VM U〃椚ⅠビJs．／一58roe”S打〃dJ打打〃Cひd”H材

The Stab111ty Of⊂hromlumIn Chromlum Mole仙k汀SleVeS unde＝he CondltlOnS Of uquld

Phase OxldatlOrlS W托h Tert－ButvIHydroperoxIde

什Eβ L川甲erSd′Id 尺．A．5JIeJdo〃

Para－お1ectlVe Gas Phase O：Oxldat10nS Of A】kylaromatl亡S OVerCVD Fe／Mo／Borosll】⊂ate
Molecular SleVe

／椚5 yoo．伽“J5・」川口rld 5九β〔D 亡岬〃e

Chara亡terほat10n
and ReactlVlty Of

NしMo－Supported M⊂M41Catalysts for

HYdrodesulfurlZatlOn

／⊂叫γ －H Y＝ビ′Y．5…，州－Y C10〃g〃〃d ZJCdO

⊂∂t∂ルh（DecomposltIOn OrOrganlC Su汀ur⊂ompounds－Efr∝t OfZeoilte A⊂1dity

ルh〃βZ山々．P Dビ亡yた′J・Cヱyヱ†11ビてl，Sk〃〃”d〃C K斤瑠e

KInet】⊂SOf⊂H4⊂ompleteOx】dat】On On⊂uH－ZSM・5⊂ataIyst

AV K〃仁山r仰．NV Nどたr〃5βγ．九月 5J叩女川．E′4 Xd†5〃川〃dれd 5L XJPer椚♂〃

⊂yciodlmerlZat10n Of Bl⊂γC10【2ヱ11Hepta－2．5－Dlenelnthe Presen⊂e Of
Rhodlum－Contaln－ng

Zeollte⊂atalYStS

N′〃〃叩F Cu川5／1J瑠ビr．βJA二‘叱，J．Y打JJゴ〃女l－て・，E・5．5わp汀0〃川d K／lM Ml〃ddlの



74 ゼオライト （26）

ZeoliteCatalystsfortheFdedeトCraftsAlkyla血nofMethylBenzoate・aStrongly DeactlVated

Aromatl亡Substrale

如rりβ〃5兜”5．P．Cdf≠尺・CJ打e55e〃5．G・βガrO【dndPほrre九ルco♭5

DirectEthylatlOnOfEthylknzene toProduce Para－Diethylknzene

XJ∬〃5血ビ”g仙〃＆G“れ仙n＆肋乃ぎ血n G岬州d X呵川レ伽g

知1id Catalystsねr the Hydroxyalkylation of Ar｛）matics with Epoxides・Intermol∝ular

Hydroxyalkylation
versuSIntTamOle⊂u血Hydroxyalkyla伽n

†．A．E！J〃が，尺．5．伽w”hぎ庄和d
尺・A・S九βんわn

La－EMT，a PromisingCatalystforls8butaneノ2・ButeneAlkylation

抽肋Mo細d．M肋βぞJ5f併上ビr．A川ビズdrJ5甜柁，〃d〃〃ビJ＝n紺Ⅳenβ〃d βrf〃肋s′dd

5yrlthe5is of Aniline from Phenoland Ammo－1ia over Zeolile Beta

Nd州血lズβ血れ封血5“ね．吋山！α，〃Jrゆ椚fなf州dMiんf N血β

A New Pr∝dsofLightNaphtha Aromati祖tion Usinga Zeolite－Based Catalystwith

Long－TimeStability

5βわs血■F＝々α5ビ．N・々肘β5枇K・舶〃0れH・Jno“＝”dH・0，rO

Eff∝tOfZnO Added【o HZSM－5Catalystin Aromatizationof n－Hexane

〃yi川g一〃〃XJ〃川和d5どf・ズfM仰〃

Propertiesof PtSn／KL Catalysts forn－Hexane Aromatization

J州どはααed〃d 5伽ぎ什M〃〃

me Use ofCy⊂10hexanoIDehydra110n．IsobutaneCrackingand2．6－DIPN SynthesIS OVer

Dealuminated Mordeniteto ProkAciditγ

A．Ⅳ0‘D伽DPβlTα〃d C．T Oて0〃〃Or

Pt／Zeolite⊂a【alystsfor Hydr∝raCking：A ComparativeStudy orlFAU and EMT

仙di椚frZ如Jo知れ九Cdゆ仙，∫．如血仙川dJ・DI▲・yer

Temperature Eff∝tS On Dea⊂tivation Rate and o11Nature of⊂oke Formed from Propene over

Mordenites

C・九He肘j叩e5．J・C・4仲〃ぎ0．P・Md官nOば．肌G▲一∫S”どfd”dJo5eLI－メzFo軸5Monfeim

Composition．L∝ation．Modes of Formation and of Removalor⊂oke Deposited on a5A

Adsorknt

P・M仰TOM，M・Mた丸G．JαJ抄5・／＝〃“川d〃d M．C‘‘血ビf

Evaluation of⊂atalyst Dea⊂tivat10n On B∝kmann Rearrangement overIndioslIicate Modified

with Noble Metals

M・N・A N朋＝〃0打，乃k5九fぎど乃たβ力β5加αnd乃たd〃＝Kd′

Thelndu⊂tionPe－i∝linEthylkn訳neDispTOPOrtiorlation oveT LaT各ePoreZeolites

は仙地肌他伽，仙肋〃gビト〃ぷ・Ⅹd愕eβnd／印5レ他仙釧lP

艶lective Fries RearrangementorPhenylAcetateIntO Hydroxy A⊂etOPhenonesCatalyzed by

High・Sili⊂a Zeolite NCL－1
M・5α5f肋β和汀打〃d 叫わX▲仙肘

Tolu印eDisproportlOnationoverZSM・5Cata吋st5⊂overedwith SilicaliteShel】
αd和ぎ5♂′1g Leq乃ビイf〃伽rた州d 柵β池川宮山♂

⊂har∝teTi祖tionandReactivityStudyofRぬnium－1mpTeSれated ZeollteY Catalysed Matathesis

of O】efins

〃α〃川dわ〃Hd川血〃d打d Z．尺打〃J〃

Gtaly山＝DegradationofHigh Density Polye血yleneby
HZSM－5Zeolite

仙J始り砧mロ〃dビSJrりA軸〃わ5仙Zβ血Am¢od〃d Gん】“あ汀J・TFm灯n血5

Remova10f Highly Con亡entTated Ammonium10nS by NaturalZeolite

5叫f No血

Phot∝atalyticD∝OmPOSit10nOfTTi⊂h10f∝thyleneove†Titamum－Zeolit鵡

J・〃．C九0．J．〃．ズwβた．R一尺yⅣ．レV5・舶n，K．Y・†以〃g庄和d
5e“和ぎβf〃Pd止

MetaトOxideIntera⊂tions and Catalyti亡馳haviorsofl－201－and V：05－PromotedI払／NaY
Glalysts

Kf椚IO X〃Hf椚0打．ズ．YIJZβれT．YbわI〃fzェんM．5eゴ〃Od汀d 5．〃p

Zeo】ite Catalyzed Regiosel∝tiveSynthesis
oflndol飴

P．J．X川上eJerM．5．鞄山れ尺．5，D占ひ〃f”＆〃．川．血Vrleぎβ〃d〃．Ⅳnβe仙椚

VinylCh10rldeSynthesisonZeoliteCatalYStS：meRoleofStTOngkwisA⊂id－BasePairSites

E．且肋椚りβ．」．仙X〃S伽＝．J．」fs址山川どrd．v．ル血Jα州d〃dV息仙川叫

艶1e（tive HydrogenationofCinnamaldehyde toCiMmylAl亡Oho】on L－ZeoliteSuppoTted

CatalYStS

G托β〃即i乃LJ．丁・Lfβ〃d γ・一D・X批

Irjdiumln Pentasil：Redox Behavior and Rea⊂dvity

¶椚＝r y・仙5払おJ〃∫よ0り々〃d 中川S・5JTPl和

Hydr∝OnVerSion of AromatlCS On Metalzeolik Ca也1ys也

L・P・Po5わpf打d，V．G．5†甲♂〃0γ′L・V・Mdys力の斤，E．人知uよ5他s．L・A・Vo5fd血γd d〃d 払ヱimf柑C・

Jonビ

Reaぐhon Mechanisms ofHepta爪elsomerization and Cra⊂king on Bi血ncdonalPt／H一馳ta
Zeolites

E．βJoI〃S川d．／．AMdrfens丘〃d Pf打Te A．ルcβあ5

Skも1eta一丁∽merizationofn－Buteneson
Modifid2SM－35Catalysts

ル”ぎ〃・Jの”＆5d”g〃・タ庁止桝d 8yo”ぎ5・尺w丘た

鮎1e亡tivity to theSkeletaiI氾merlZation ofトButene over Fe汀1erlte（FER）and ZSM－5（MFI）
Ze（）lites

Coれ5ビP′〃・5・JビOn＆J・M・Lでe丘〃dβ・／▼舶n

Effe⊂tOfGaon tk HydrogenT柑nSfer A⊂伽1tyOfZeoliteswith血eOffredteStm⊂仙・e

Pd－5伽〃ぎ£・伽f，⊂・仙止籠d”g，欠点打ddJはPer砂州・Some耶〃，臥レⅥ〃i丘桝5仰 ♂〃d M・L・Occe〃i

Steam Deacbvation ofTransition MetalMFIZe（）1ite Catalysts For NOx Reduction

P和5ねw打8“れE血′drd C〃rサ〃y‘ねβnd R“5辞〃F．〃仙，ビ

Preparation．CharacterI㌶hor■and Catalyti亡A⊂dvityTowards Lean NOx Redu⊂bon of

OveトeX⊂hanged⊂u－ZSM－5Catalvsts

Gfl一〃d汀PMoreれC，Mf打ビ〃f，β・PorれP．⊂Jβ川わe〃f．P，CorれM．G庄川仙0，F・Mfg仙df打1dnd S．

址opo和上

Thein－S血Chara⊂terlZationofTitaniumOxjdes PTeParedin血eZeoliteCavitleSand

Frameworkand theirPhot∝ata】yti⊂Reactivities
for山eDir∝t De⊂OmPOSitionofNOinto Nヱ

at275K

Yl〃CJlfJc肋打5JIf′川和川f池川d5仙d dlT【JM〃5βたβZllA〃PO

Fa⊂tOTSContTOlIingCatalyticA⊂dⅥ吋ofH－Form Zeolites for the艶1∝tive ReductionofNO

With CH4

A励声んi5¢蜘椚町M．血・♂5亡．A．5桝血J′T肋fわn州d Y．M肘βた灯l〃f

In－Situ FT一丁RandCatalyti⊂Sludiesoftheお1e⊂tiveReduct10nOfNitTi⊂Oxide bv Cdrbon

MonoxideoverAu／NaY⊂atalysts：Eff∝t9fAddingHydrogentotheRea⊂tionヒasMi仙re
乃Ⅳ上州・5βJ榊Td′尺y“ゴcわ血0仙5九f庄川d仙5dr“J亡／Tf血ひd

SharpCo爪けastinmemalStabilityktween MFトType Metallosilicatesand

MetaユーIo爪－ExchangedZSM・5and血eirCatalydcPerfoman⊂eSforNORemova1

5わrゆJ抄β椚¢fo．5J柏ビfoズ0れ，5わf”ざ¢・池5加血一円d乃椚Oy〃たf血王

FormationofAc伽eSitesfoT
Redu亡tionofNOxwithMethane bySolidSta妃Exchange or

In201and H－Zeolites

Md紬r＝0ぎ“和，N．A和fαnJ榊d 已Ⅹ血血f

C00×idation andNOlミedu⊂tion byCOonDifferently Prepared CuO／mordenites
Xy＝〃ぎ一レ仙β〃レeα”d 如fた一〃押〃地

me RoleofWater fo－NO Redu〔tionby HydrocarbonsoveT CopperIon－Ex⊂hanged

MordeniteType Zeolite Cataけsts
M仰n〃yeo〃Kれれ5比Nβ椚β〃d Yo“”ぎG〃JXJ〃∫

Role ofOxygeTlin theSCR of
NOx
with
PTOPane

OVer⊂0／ZSM－5こReaction and
TPDStudy

A・γ〃・5′d他の′C・〃Lビビ．5・／・P打沈灯れdP．J．0－Onぎ

PurificationofNOx
onPt－ZSM－5andMg－Cu－ZSM－5⊂atalvsts under Lean－Burn Englne

Emission ConditjorlS

5uりi〃Cわ0＝打g′8yビク〃ぎ5eO〃5J血灯”dルビ血0如e

Reduction ofNOby CO Usinga Zeolite⊂atalvstObtained From Fly ASh

已L㊥ビZ－5灯J湖ぎ′P．5αJβ5′J湖亡5亡岬亡「5．M．Mふれ5．CβS仙βれd M．E．仙g血

Propene01igomerlZatlOn OVer Dealuminated Mordenite

JngrfdGJぎざl♂d庄和d 5fとf氾濫oJわα

⊂atalytl⊂Tunlngd血eOlefiれEpoxidationwithHydTO筈en PeTOXldeand FauうasiteYOc⊂1uded
Mn Bipyridine Col¶Plexes

Pピfer－P打〃上古〃OP5－Gビrrff5d乃d PfemA・わ亡Pわ5

Zir⊂Onium⊂ontaining Mesoporous Sili⊂aS：New Catalysts for Oxida亡ion Rea⊂honsin the

Liquid Phase

5．G（椚ffどr〈丁稚d 九 T〃e／

SynthesIS′⊂hara⊂terlヱation and Catalyti⊂Propertjes of Vanadium Containing VPト5

KdrI川βCJI庁u励dn，乃p桝Kr．伽5，A．J．Cんd乃dひα此βr′J・C・Cん々n血一庁此〃β〃d5・5Jud5αn々ビr

Incorporahon ofVanadiuminto ZSM－5，Mordenite and Y Type Zeolite dnd Their⊂atalvti亡

Properties

GビOn－ル0和g尺れわ〃g－肋定言椚α〃d 〃ねsわf S／lりl

me艶1e亡dveOxidation ofCy⊂10hexane U5ing Ferri一丁itanium Sili⊂ate andlroれ⊂ontainlng

Zeolitein a Heterogeneous Biomimeti⊂Oxidation Svstem

C仙イね和音Pdrた′5打”g－5“”gN桝，5斤〃ぎ飢椚だれ5ビU，Tg－βdだれK～一仙r，J〃・r肌†Ky“一仙〃レピ

A⊂bvityand艶1∝tivityofIron－Ex⊂hanged YZeoIites For Dibenzothiophene

Hydrodesulhrization

仙朗105んJN∬ぎ吼05β〃川Ud血0′ル〃打f血f Oれわ…〃d 5ノ血ヱ（〉0′＝

CHARACTERIZATION

Sp∝什os⊂OPi⊂Studies ofa Magnesium Subst一山【d－Mi亡rOPOrOuS Aluminophosphate DAF・1

5′Mαrf／．乃oJ耶Ol川〃d尺〃S駆〃∫．〃仰e

Synthesisof Lamel】ar A山minophosphates via【heSupramolecularTemplatlng MechanlSm

Abde伽，l】id5打y打rl

⊂oke Fomationin Zeolites Studied by a New Tec血1ql】e

Sp∝什oscopy

⊂βnJ－上々〃d Pビlビr C．5′dJr

UIはavlOlet ResonarlCe Raman

⊂atalvstStructureDesign for A⊂】d CatalysISOf Ma⊂rOmOleculeConversion Based on Y

Zeolite・Alkylat】On Of PhenoIwith Long Chain01efれ

Xェ‘仙一レWn Lf．仙〃ぎ仙川，Xf〃ざ－Y＝〃いェ∫．ZJ～β〃－fビn Pef州d Lト叩S九e

VibrationalStudY Of Benzene AdsQrbedin NaY Zeolite by NeuはonSp∝trO父OPy

什ル址〃〃d
ノ4．ん．Fffc九

Spe巾0父叩⊂Studiesof！70andはoLa♭elledZSM－5Zeolites

∫r‘†〃よ伽iJビr，は三川51．£．CビfdビJ．O1．PpH上ビrβHd レ∨二州z

me Nature of the Acld Sitesln Mesoporous M⊂M－41MolecularSieves

九Lfq押Jd．K・R〃S．Ⅳ尺ビゴ血れbむ・5たf，尺・5c／川∫＝れM・5枚れA・肋鞭打叫肌Ⅳ加der甜柁，AP・
Eゴビ〃血5

は〃dJ．尺dCJJβ

Exp10rIng【he§itesofAdsorbedPYrTOljdineDerivativesinYZeolitesbyJoinedlnfrared
Sp∝trOSCOPIC and Computer Simulation Studies

E．GビJdどJ′ズ．Xr耶J野，J．KfndJピrβノーdHurs†F∂′5†er

A New Method for the NMR－Spe亡trOSCOPic Measurement of the Deprotonatior■Energy of

Surfa⊂e HydroxylGroups jn Zeolites

エゴよFβr－‘汀汀ビr．J．ズき聯r．M・だ0亡／】，什58CJ！5e〃r戊れは竹昨rd〃d β・S仙‘d′e

Pro♭ingthe Hydrophobic ProperlteSOfMCM－41－Type Materials bythe Hyむophobi⊂ityIndex
R・CJ∂sビr，尺・尺¢ビ5たy′T・β聯r G・Efgビ”わe瑠♂r・5・む打SlβndJビⅣSルビ鵬β川P

Preparatjonand Characterisaわn of Ru－ExchangedNaY Zeolite：AnlnfraredStudyofCO

Adsorption at Low⊥Temperatures

5．州・庁わどfz，U．G〃〃†0弘一．尺．5c力噛J斤′1d〃ビ仙川f C・Ⅹ庁瑠e

Non－Framework Aluminiumln Highly Dealuminated Y ZeolitesGenerated by Steaming or

Substitut10n

〃・」山z，E・1d伊ビr．M・Fビ亡んfeJたord・E・5亡／汀ビ∫ビ＝‖Id尺・βビrrm′n

Deuteron Magneti亡Resonan⊂e Studies of Ammonlain AgNaY－Zeolites

M．H〃r伽打…1βJTd β・βddde〃わe瑠

Phot∝hemlStry
Of AlkvIKetonesIn⊂1udedlVithin the Zeolite⊂av－ties：The Effect of

Ion－eX〔hanged Alk∂1iMetal⊂ations and Types or
Zeolite5

〃f和′〃f仙川打S柚札Nur血5仙，，Md5血z“AHPU．乃た斤／紬Nβ叫f椚札ルk5dJI汰0仙血 β′Td 〃f和S力f

NJT々β′s巾f

Ele⊂trOn Spin Resonan⊂e Studies of O：■Adsorbed on A】umjnophosphate Mole⊂山ar Sミeves

5“々β州ズH州ズ．5＝〃〃‖KれYu＝＝ざ－5〃＝ズCJIO＝Jld 軸…ぎ5＝けL仙

rodine as Mole仁山ar Probe for the⊂hara⊂【erization of Zeolite Basi（】ty

S・Y・CJI札Y・S・P肘k n，】d Kvl＝米や／l川辞Yt－1”－



（27） vol．13 No。2（1996） 75

Infrared HoIebumlrlgS門Cけ0訂OPyin A⊂id Zeolites

M由血β州・仙rcβJ・P・βr〃即〃灯〃5．〃Mり・βα址ビrAβr†柑XJ甲nβ〃d 伽fぎど＝1．〃α〃5灯〃伽

170NMRStudi飴OfZeolites

と〃qM・伽〃d〃d A〃血，〃y片・α化仙〃〃

MetalSubstih▲ted ATS AIumlnOPhosphate Mol∝ularSieves

D叩，d上舶oJ血′〃〃d 伽5舘〃F．H爪・ビ

謡㍊転宅a穿き笠t慧仙駅Re打鵬nceSp∝けaof⊂oAZeolites■S吋TO呵l〔
仙人仲rおJ血〃（肪′βビr′M・仙c仙一押＝〃d 尺血〃A5rわ伽〃／一甲d†

Studi飴OfCrystallizatIOnOfSAPO－11Molecu】arSieveand Appli亡ahonslnCatalγtlCSkeletal

I抑merizatlOn
Of Llnear Butylenes

H椚P川ぎT血州d ロービ〃ぎ仙L－

MethaneAromati祖t10nlntheAb父n⊂eOfOxygenon
Mo／H盗M－5・AヱフAIMASNMR

Shldyon【helntera⊂tion BetweenMoS甲⊂Ⅰ噂and HZSM－5Zeolile

Y址X‘一．什」川，トQ▼QれN・一H拍〃ざ州d X．－X C〃U

¶eAFfinltyOTderofOTganl〔SOnHydrophobicZeollteS＝｛a山e－1S【udiedbyThermal

AnalysIS

γ川∫r椚」仰ズ．仙lIl－川仲〃ズ州d肋〃JZビ〃ヌ

Effe⊂tOrtheDeaiumlnahonProぐedureonSurfaぐePro町rtleSandCatalyt－⊂Performanceof

UHP－Y ZeolIteS

ZJ〃T∫州ズ伽＝ズ・α′β＝尺〃州“一d G〃α〃ズ川川才乃′Tズ

A亡1ditylnWorklngZeoli亡飴：UseofaStabllised Carbenlumina New Routefor血eSynthesIS

Of鮎く：Ondary Amldeson ZSM－5

Fri砧′∫r耶＝b仙〃－5仙佗yた′MoJ∫打＝＝＝ビdM・β仙れ／叩一作5“‘55ey打〃d々州－C′“′血LβPβ〃q

⊂hem－S叫ofCoAPO－11andVAm－5・6RSh】diesofMoi∝ularOxygenAddu⊂tS

CJ椚“むN付rr〃d好．M・V′5Jけ！ビ†5叫＝〃dK〃ピり〃〃gCわβ0

言㌻㌫だ〃£アで温££，㌍t宅悪習⊥ヲ召哉㌃慧（つさ志方PhasesonMCMJl（の朝
Detemln∂t10nOf Ba51⊂Slte L∝at】Onln AlkaliExchanged ZeollteS

D伽〃川仙・′PJry′P仙・55仰＝．尺 Fm〃亡上α・†d D．伽r仙川吋

PトCuA】10ySlれH－YZeolite Mi打∝a10dmetrl〔StudyoftheErfe⊂tOf⊂opperontheC∂ta－yst

Aぐ1d吋
舶ノービA〃rい〃ユ′ Y．βビ付加αn′′M．Lo上oJ仇P Mビn椚Jdビ耶J斤〃d C N〃Cα亡んビ

FomatlOnOfMetaIll〔Nanoparti亡1esln NaYZeol】te Cage5andln AIPO4－5 Mole⊂uIarSleVeS

NMR StudIeS

Ju〃J5－CJr〃r／どざ血Mβ〃βn，〃J〃〃d F．尺β亡JldJ

ConverslOnOfPropan－2－O10nZeoliteLaNaYInvest－gatedbyms汁uMASNMRSpecけoscopy

under Co山lIluOuS－F10W CondIhons

MJd・付ビJ肋‖ぎど「丁抽汀β〃‥〃－dJ・州・仙β川P

PreparatlOnOfCu－Na一器M－5Cataiystsby¶ermalSpreadingTe⊂hnlqueS

レV G川〃どr′．丁 い亡Ⅳ別ld C．5drt〉わビJ

ln sltu StudleS Of Catalyh⊂Rea⊂tlOnSln Zeolites by Means ofPFG and MASNMR

Tech川queS

J∂瑠K∂曙汀α〃d D Frpl′dビ

ln⊂一us10nOf弘dIumChlondelnZeolIleNaYShldiedbyヱ3NaNMRS押はoscopy

はTr打CれA 5ビIdeJd〃d β β∂dde〃わビrざ

The Modlfied Hvdrophobl亡1tyIndex as a NovelMe仙od foT Chぉa亡terizmg血e Su血ce

PropertleS OfTltanlum S111CallteS

／ビ耶レ他仙β椚P．S′ゆ〃E川5f．E・尺0／d打dα〃dG．F．乃ⅠビJe

me ThermalStab111ty OfCloverlte

州）始d打g5cわJ〃′df′F5亡JTUれβ ZJあ和肌15βmd 5．払仙5

Short RangeOrder of MCM41and Mesostm⊂tured AlumlnlumPhosphate

C／Tr∫5fI庁＝Popんれ尺 Scわ〃e〃佗打d 〃 F〃e5S

meThermalExpans10n Of the Zeo】lteS MFI，AFI．DOH，DDRaれd M汀Nln血el∫Gl⊂1ned

dnd as SvnthesIZed Foms

5．什 P点れ 尺．－レVC′0戊片上川5〃爪〉e．〃 Grβef5C力庁けd 〃．CJe5

Vanadium DerlVatlVeSOfMFITypeMol∝UlarSleVeSInv岱bgated by知叩donandCaぬ1ytlC

Tes【s

／KurnβJo礼，SれM 5さ／C力の．M．尺ozて〃打血びSた川〃dl～L〃fz

SynthesISand RamanS野Cけos（OPICStudy
orBis一肌dTn5一（1．10－Phenantho11ne〉Mangane実仰

⊂omplexes En⊂aPSl】1∂tedln FauIaSlte－Y

βJZビ和ぎZ力βnβれd X肌トyI一βれ」∫

From the Keggln Complex Contalnlng弘lut10n tOPillard byerClays－AComprehensIVe

NMR Study

／β〃05βNβgy．／〃〃－Cr15fopカビβerfrd〃d′Js托，点nP貞伽たd庄れd 上川化Ⅹinび王

StTu亡山re and⊂ata】ytIC A⊂tlVlty Of Co－Based Bimeta111亡Systemsln NaY Zeolite：bw

Temperature Methane ActlVatlOn

L・C〃CZl，Z5ズopp貞〃y，KV 5dmβ，L．βorたd庁和dJ．X椚亡SI

Spモモtroscopl⊂InvestlgatlOnOf theStateofAlumlnlumlnM⊂M41AlumlnOSl11⊂ateS

5ゆ打ldyIれ亡doβrdoGdrrO”e，Fr口和亡eSCP8・尺enz仇βば九αfdぽdnd F柑”甲・5f甲〃J∬

汁eparatlOn′⊂haracterlZ∂t10n．and CatalysIS OfI畑azeolitelron Oxlde Clusters

l匂5〃dよ10払l】0れ〃汀P打たlだJたIJれ Y8ゴ伽んdr山0／！れSJIわ〃r〈〉N¢5〃dれd O5β椚u Tbm5J止1

0ptl⊂aland MagnetlC PropertleSOfNa－K AI】oyClustersh⊂OrPOratedintoLTA

乃f5Ⅰ一yd K∂血汀札沌s“o Noz〃e．Osβ椚〃熊川5β々1αnd 〃丘r山僻んl乃たeo

Cuprl⊂IonSpecleSlnCu〈叩一Ex⊂hanged Cdllos11i亡ate K－Land Compansonwlth

AlumlnOSlll亡ate K－L

Jo和ぎ－51川gY〃，5山たβ0和ぎ肋けg♂〃d」βrry K仰α和

Syn山esISOf A】umlnlum FreeTltanlumSili〔ateWith theBEAShldureUslnga Newand

鮎1e⊂tlVeTemplate andltS Use as a Catalystin EpoxidatlOnS

／・Cpβ〃dどrレ地れP
い〃．M・5 尺Jぎ〃〃0β打d 〃 γβ〃βe址Ⅳ椚

Bol】ing－Polnt Elevat】OnOfWaterConflnedln MesoporousMCM41MateれalsProhd bylH

NMR

£d句〃・肋〃5〃し尺吋5亡J川けdf庁〃dMに力βビJ5†αたer

Catalytic PropertleS
OfFluDrinated CeY

51βれr5J仰肋ひβ上れMd化よLdnエビCれ柚rldク斤抄Jo抄5れⅩe〃〃e肋／．8d伽5Jr．α〃dA仙
だ九dn椚β椚ビdoud

RamanCharactenzatlOnOftheSeleniumS押⊂1eS DeslgnedlnSldeConflnedSpacesofZeolites
yJβdけ椚r V．Poわrd】11

EXAFSand NMRStudiesof血eIn⊂OrPOrat10nOfZn〈1Ⅰ）and⊂0（Il）Cat10nSlntOTetrahedral
Framework Sites

of
AlIて）4Mole⊂ular Siev朗

N．NoりαたT〃5町．九TuれJ．ArcDn．A．X¢d化d乃d V ズduCI亡

ASp∝けos（OPICStudyofthelnltlalSねgelntheCrystallizatlOnOfTPんSllicallte－1froI¶Clear

Solut10nS

8n庁〃J．S仁山椚β和

IntrlnSicandEnhan⊂edBroenstedA⊂lditylnZeoiites

ル血〃Dwy〃，V Z仙0∂enれA．肋血た仰′5．β良知β打d M．九州dたβrOりd

DesIC⊂ant艶1ectlOnCrltema ForEnthalpyExchangeSystems

MdrCPF・DビJm打5・ⅣD・肋Je椚dn．C・N・βJy5fβd′ⅣAβeJ肋ぎ8れdJ．什D乃軸r

NOVEL MAT王RIALS

A⊂omparatlVeStudyofTitanlum－ContalnlngAlumlnOPhosphateMolecuIarSievesTAPO－5′

TAPO111and TAPO－36

M〃朋5広川Zβわed卜NIαれ伽p仙JdN・ルs力Id〃d 5ビ瑠eKβ仙g〃川e

NewsfromAIPO¢5：MICrOWaVeSynthesIS′AppllCatlOnaSMedlumtOOrganlSeMoleculesfor

Spe亡けoscopy
and Nonllnear OptlCS′MaterlalfoT One－DlmenSlOnalMembranes

J・C月rP．F・ルbrJoぴ′K・物d””，C．5伽bれJ．Xor汀d′椚〃SれJG汀nM′MNo〃亡ん α〃d P Kdscカ

モRS8＝A New⊂1assofAluminos11icateswltha Partia11yOrdered MicroporousStTuCture

G∫0ツdnれIPeregq尺0わビrfo仙〃王恥CdrJof〉ビ化ぎ0′加geJdCdrβれG‘d乃汀InOPdZZ“COれ■庄nd G‘“5甲Pe
βビ〃〃55I

Silylatlr〉n OfS111⊂allte Membrane andltS PervaporatlOn Pe打ormance

熊山nり！5dMO′K・拍椚灯れ5・可椚′M・〃β5eぎ庁Wα′yXdWβたd椚！αれd H．泊れβ官Ⅰ5た伽

SynthesISOfFER Membraneonan AlumlnaSupportandltS鎚paratlOn Properties

NonたαZu Ni5んl押椚d，Kore女dZ“U甲戊椚βd乃d Md5β仙8M庁蜘たβね

Synthesesand⊂rystalStm亡山re50fTwo■■OrganozeollteS‖

K斤Z叩〃たIMdeれ†・Aたi椚0れY・ズ′yOZ＝椚…れd F Mfz〃た斤椚I

FormatlOnOfp－Dl⊂hlorokmeneoverZeollteKLCatalysts Modlfied bySolld－State Method

／ⅣⅥ袖．D5・Kl椚′ト5・C鮎川gβ打d 5d和ぎ一己o和Pαrた

ModificatlOnOfa Pyroele⊂如⊂DetectorbyContTOlled ElectT∝rySta111ZatlOnOfmlnZeollte

Layers

G・J・KJ甲，M・Ⅳd地ビ和んorsLJ．γβ〃T山川ん0叶JC．仲れ5end〃d 〃．〃打Hβビ址u椚

ZeoliteMap：meNew
DetergentZeolite

C九n5f甲血r／・A血m5′舶和仙川Ar〃y打．5仙drflV払′r．加drm・P．C如ppJビ．Xの川尺．rr斤n仙〃，肘ビr

G′d血椚，AJd〃尺・Mf円血”，爪印†・05椚ぎd βれd わ／・柁A馳‘βr†

Syれ血esis ofO⊂tahedralMolecularSieves

α卜L椚0′Yo山〃g dnd 5′のe〃L．5山Ⅰわ

Oxldat10nOfOlefinsand Alkanes wlth Var10uSPeroxldes，Gtalyzed byTrlamlneContalmng
Manganese FaupslteS

D 亡）e仲5′†Mei〃ビrS力dgビ〃β川d¶10椚丘5βビ！”

FabrlCat10n．LumlneS（en⊂e and Photoa〔OuStlC Sp∝汁0虻OPl⊂Studie50f the粂ml⊂Ondu⊂tOr

Nano⊂1ustersln Zeolites

Cビけ〃αJI恥J′わ－Z′J・βJo打5たy．5・5九ⅣeJβ和d V Vpz〃yI

SynthesIS
and
CharaぐterlZatlOn

Of
New Open－Framework Cobalt Phosphates from AIcohollC

System

帥0〃ぎY∫一．Qm椚l〃gG・JO′仲5カビnぎαe〃〃〃d尺〃r椚Ⅹ〃

A Famllyof UnusualLamellarAlumlnOPhosphatesSynthesIZed from Non・AqueousSystems

Q仙川けTズCdO′Jrビ5わど〃官⊂JTビ札5J■0“ズl〃L川，1〈J尺＝re汀Ⅹ〃

SynthesIS
OfSAPO－糾／⊂eraml〔⊂omposlte

Membranes

LばIO′1g Zんβng′Mで＝ざ・ね〃ぎ†一β‘＝‘ブE”ZビM川

A New Layered（AlumlnO）SilicateandltSTransformatlOnlntOa FER－TypeMaterlalby

⊂aIclnat10n

L・5c／汀ビ叩れP ⊂椚l〃れ／C ルr伽ガビ〃ビJ．／⊥，C山ノ！d〃d臥MdrJビr

Useof NaturalClinopt11011te for theOptlmlZat10n OfM】neralClay LlnerSfor Waste DeposltS

MレV Upけ！eJビrα〃d KA⊂ヱ＝nブβ

SvnthesIS＆⊂hara⊂terlZatlOn Of LevyneTypeZeollteObtalned fromGelswlth Dlfferent

S盲0ヱ／Alの1Rat10S
CV T‖0わ．Jβん058Nαgy仙／A坤〃5UN〃5仙

SynthesIS OfETS－10Mole⊂ularSleVe From SvstemsContalI－1ngTAABrSalts

P DビLucdβ〃d
ノ1坤川50Nd5伽

SvnthetlC⊂llnOPtllollteand DIStrlbutlOnOfAlumlnumAtomsintheFrameworkofHEUType

ZeolIteS

Mβ5β〃βO XβfD．5 5床上oたd抄dβJld M 〃βわげ5JTI

ActlVlty Enhan⊂ementOfH－ZeollteSby Ag10n－Ex⊂hangeandSulfldlngW－thHydrogenSulfide

MβS庁rO5々‘S岬0た〃灯れd」どわonぎ加d庁仙川d

Ina⊂tlVatlOnOfAcldSlteSOn ExternalSurra⊂eOfZeollteSWith MethoxytTIPrOPyls11ane

／0〃ぎ一肋K∽J．M．0た叩け〃d椚TdM －Vほ上・斤

Synthes－SOfOrlented Zeo11te Fl】m on Mer⊂urySurfa亡e

YD5JTm〃血Jズ上yOZ＝〃∫1．F〃〃O Mlヱ〃たd椚んだ〃ヱ〃V‖たr M斤e血乃た由rわXoz灯甜，MdわわTobβ d和d
5J！〃－忙J！INrてtl庁

PreparatlOnOfSlllCa－Pl11ared MolecularSleVeS from LayeredS111CateS

51ル〃一YDHぎ／ビ0′Tg′○／トγ“〃K；t－州．／ビ0・1ざ一片椚けⅠ51九仙′Ig上yoJ∫…ndJI川ぎ一山r〃Lee

Svnthes】S Of Zeol】te Membrane on thelnner Surface of a Ceram忙Tube

H叩Jlg－5ビ山々OJr′M卯卜HoピX〃l＝‖d H抑肘K〃伽eビ

A ModelStudY On Zeo】ite⊂omposlteS FoTlmproved CataIyst鮎1∝tlVl【y

Nて・庁”‘ねr伽∫＝β／〃仙－5“pl伽′H乙－〃‖βビ仙〃＝〃d／．⊂／βn5en

PreparatlOn OF U】tramdrlne Analogs from Zeo】lteS

5仙上iさ血｛－KuI川JれM 5′rr）ヱV上，M 伽上山ぐ5れM．M〃〃5血げ‖dJ．Kβ椚斤



76 ゼオライト （28）

meSyれthesISOfUllTaminFilmsofMole⊂ularSievesby血eSeed F11m Method

ル和庁5Hedh和d．8rl♂〃J．5c九α椚d〃β〃dル如和5ferfe

SYNTHESIS

SynthesISOfMordenlteand2SM－11Zeolites fTOm VeryDenseSystems・Fomahon
of

SelトBonded PelIets

P・Dビ」〃吼F・C憫．尺・AfeJれA・砧MガCddMd 仲乃05β・Ndぎy

Stm⊂山托Dir∝tlngRoleofNa十andTMA◆catlOnSin18－Crown・るEtherMediated

Crystallizationof EMT′MAZandSOD Aluminosili亡ate Zeolites

E・J・P・Feリ∫〃．8・ル血†叫lS，P・J・Groおf．J・Aルb軸〃S庄和dPゴビrrビA ルcoわs

SyrほhesisaIld Chara⊂terlZat10nOf下eSiMCM・41and LaSiMCM－41

N州g－Y＝e抽一5加卜」f和βdPdnd Q′”－〃〃βⅩ〃

FactorsAffe⊂tingthePorositγQfZSM・5LayeTOn theSurfa⊂e OfStalnlessSt∝1

Z叫，l〃ぎS力叫E〃ZeM川β〃d 仙dZん0和ぎ袖〃ぎ

Syr止hesISOfSingle⊂rystals of Mol∝ularSleVeS

5仙川Q札l他〃叩〃伽〃ぎd〃d 尺肘e〃XIJ

Eff∝tOfPre－Dealumlnat10nOf〈NH4）2SiFbOnthePropertIeSOf器M－5wlthSteamAglng
Treatment

L〃〃川仙州＆Q〃椚ほ九r LJ．Z叫‖α〃X〃ビ．C＝0エ∫〃gN叫Zβ伽ぎL一 β〃d Z址／TeMぎ5九‘

Incorporat10n
andStabllity ofTrivalentCat10nSln MesoporousSiiicas PrepaTed UslngPrlmary

Amines as Surfa⊂tant

5．Cl〃！山er‘〃！d A．T〃∫J

Syn山田isofHigh－Silica FAU－′EMT・′RHO－and KfトType ZeollteSin the Presen亡eOf

18－Crown・6Ether・Retrieva10f【heOrganlCSp∝IeS
r OI軸伽1，／・Pα†打r川，EβⅣndJ色F・加増〃一ビn†・1・G＝的打〃d P5c／血z

知meQuantltatlVe Asp∝tSln the CrystalIizatlOn Of Zeo触s

〃椚15上．ビ血ビrf．T．L川め丁ビr dnd P 5fβでJl〃

MCM－41－TypeMaterlalsasCamers for MetaトPhthaI∝yanlneComplexes

5†ゆ7古川5†．尺．GJ廉ビrβ川dM．5ビ仙

A New Method foT Enhan⊂1ngZeollteCrystallisatIO－－by UslngOxyaclds／SaltsofGroupVA

and VlIA Eiements as Promoters

舶椚8J柑〃′〃れ九九βe伽々βrβ〃d 尺りわK〃＝斤r

Synthes－Sand CharacterlZationofSn－ContalnlngZSM－鳩Type Mol∝ularSieves Using

DlfferentTemplates

NX Mれ帖加Rd＝打5【川川′y，βRαた5んeα〃d 九V尺α川β5抑丁∫y

PreparatIOn Of Zeoljte5In亡OrPOratlng Molybdenum Su】ride Clusters wlth UnusualCarbn

Numkr DIStTlbut10nIn⊂○－H2Rea⊂tlOnS

M m川gl‘亡れY・JゴJ札T M“mれM．〃l血rα〃d 乃たβゴJll乃†5〃〃〃

ShlP－in－Bott】eSvnthesISOfPtand RlICarboTlylC】ustersin NaY Zeolite Mi⊂rOPOreand

Ordered Mesoporous Channelsof FSM－16；XAFS／FTIR／TPD⊂haracterlZahonand thelr

Catalyh亡Behav】OrS

Md朗rl‖〔伽た仰β′乃々α5わlY月川d川0れh々r PβM d〃d T 5／汀dp

Sy¶山esisand HydrothemalStabllityofa DISOrderdNon⊂ワStalllneMolemla∫Sieve

尺yo和ぎ尺y仰，†・M・点れC・什5力川d〃d／・rレe

SynthesisofFi】msofOTientedSlli⊂alite－1Crystals UsingMicTOWaVe Heabng

†．汁Ⅹ昭れA・Arゆf，〃〃斤n8eたb〃nd〃d／・C・中和脚

lnorga爪Ⅰ⊂CatlOnSln AIP04SynthesIS

ErJ】〃ざ肋血r5e札Ame馳rJ550n．乃0椚打S肋“＆伽和C庄和Aゆon甲edndXdrJPefか」Ⅰ〃md

Modifi⊂ahon andStabilizatlOnOfCu－ZSM－5byin止血uctionof theS∝Ond Cation

Ay．Xu血erⅣ′C．♪肋伽r‘J．T．N，X〃C力erのd州d M．5九ビ吋

NewInsightsinto theSynthesIS OfIndlumPhosphateMoleぐularSiev朗

」．1，Ⅹれ仙川Xl一．〃且D打庄和d ⅣQ．Pα〃ぎ

Sy巾hesISOfNan∝汀Sね111neZeo11te Betaln【heAb妃nCeOfAlkaliMetalCabons

M．Aα椚的r A．Comd′A．M昨Ⅳ丸／．P如z一触［仇ねd托dS・1ねJビ〃∽d

Verti〔ally－Ali印ed MeAm－5CヮstalsGrownonAnodi⊂AlummaMembraれe

K“eり山”gαα0′C・N・仙，はC5J肋，TG・T甜ld托d r〃・α仙

Stm⊂tUre De訂rlPtOrS forOrganlCTempIates Employedin ZeoliteSyn仇餌lS

尺0♭l汀β0野ff′AP 5†のど〃5′MG FDrddnd PA 血∫

SynthesIS Of ZeollteSln a Microwave Heatlng EnvlrOnment

J川g P川g Zん〃．CuJI〃C〃〃中庄ndJo九和Dびyビr

Growth ofOrlented Mole⊂ularSleVeS On OrganlC Layers

5山ビ托〃gβ円d 乃0†m斤5βeI〃

Ion－Ex⊂hange BehavlOrOf Zeo11te NaA and Maxlmum AiuIminum Zeolite NaP

Encγ・尺 β0瑠5feれJoんn5JobogJM庄和d 肋ひdd5 5わerヮ

Stm⊂仙re of the Llnear Nalヱ◆clusterln Zeolite X

シ仙y〃ビ5旭丘ね戌〃d ぬrJ5材

In亡OrPOratlOn Of Molybdenum mto Mesoporous MCM－41

5α仰伽D Dノ甲椚わ打nd 尺“55ビ〃∫・肋抄ビ

Exploration of Non⊂onventlOnalRoutes to Syn血esIZe MfITypeTitano－and（Boro－Titano〉－
Zeolites

M．SJl伽れJ．G身庄rJ‡戊汀d ZeJ！mrr CβわeJICβ

SynthesISand Chara⊂terlZationofChromo′Ferro．Manganoand
VanadioSilicateswlthMTW

S打ucture

Mβr∫αLuほαS Cu′r由′M庄川打レ拍仙“椚d Uげ5c九“cJMrdf

SynthesISOf Zeo11te Beta wlth Low Template Content

Mβr一点レⅥJ椚庁N．C Cβ仰庄一わ0〃nd DIJso汀CJ汀d〈）50

Growth ofOnented Zeol汁e CrystalMembranes

Mりfど01e汀＆」血・Ⅰ‘⊥∫〃′Ⅰ他Ⅰ5血ビn拍打＆拍血‘袖托＆Y！血Ⅹ〃庁打d X一花5わど〃gLl

⊂hemlCalVapor Deposllit〉n On Basl亡Zeo＝でS

γ〃州0川n，Ql〃－H山d X〃．A卜Z九e〃Y庁れβ打d X血Yt

me Dispers10n OfInorganl⊂おltslntO ZeolIteSand Modifi⊂ation of thelT Pores

Fビ〃ぎ－5九ol′X∫α0，馳βれZムe〃g′尺丘nわY＝′G＝dnざ5J柑HZJ叫5JlfJ〃〃Qf〃 打乃d
尺uⅣn X〃

New RoutesforSyれthesIZlngMesoporousMaterla▲

拍n5“札的H野川g⊥∫乃・〃e由ビngCk〃，池川ぎY“ββnd 仙n叩P打〃ぎ

SynthesISOfVanousIndlumPhosphateslnthePresen〔eOfOrganlCSpecleS

肋〃ぎ的伽・仲5んe〃ぎ仇e…”d 仙〃叩Pβ〃g

Zeo】itePoreSizeE爪印neenれgby⊂hemlCalLlquldDeposlhon
Y－〃 Y山ど′Y・乃れぎ8〃d ZIGd¢

AStudyontheCrys也11izatlOnOfBinderlessZeollteX
X血桝ⅠれぎL脚．X伽丘抽dnd

仰〃宮S力en

A NewSynthetl⊂Routeand CatalyhcChara⊂terlSb⊂SOfP川ared Rectorlte Mole亡ularSieves

J川封一eG“qM′Z叫！打gY〃・Z力叩y“伽托′」一Ⅳビ”乃れぎdndX叩和ぎ仙”g

Symthesis′CharacterlZahonandCatalytl⊂hopertleSOfVS－2

肋〃即〃el伽，G“β〃ぎん“灯L叫Z坤βn伽dnd£〃Zビ仙〃

PTeParahonofTltanlum＜Ontainlng brgePoreMol∝ulaTSleVefrom H－AトBeta Zeo】lte

X‘〃Wen G“仇Ⅹ川”ぎ5んe和ぎl他〃＆G“汀＝仙和ぎd〃dG“βng押〃Lヱ

⊂rysta11izationofTitanlumSillCalite－1fromCelsCon【alnlng Hexanedlamlneand

Tetrapropylammonlum Bromlde

九 T〃ビJ

TexturalContTO10f MCM－41AlumlnOSllicates

Fr広川α5CODf尺e〃ZO′NicoJビα〃5似，M汀e〃MendJ如Ⅳ．〃舶〃ビCd椚わ0＝打d
Frd叩15Fdノ〃Jβ

⊂ha∫a⊂terlZatlOn and Reverslble Redu⊂tlOn／OxidatlOn Of Zeollte－Hosted Ti－arld V－Oxlde

Dispers10nS

G・Gr〃如rf．M′血ビJ仙rた．ⅣGrl椚erf，M・Xoc力点nd G5血JJz－Eた材

PreparationandChara⊂terlZationofManganese BipyrIdlneComp】exeslnZeolites wlth
Dlfferent Pore Archite⊂tureS

S′ゆ〃三川Sfdnd乱J朗〃

SubstlMlOnOfSlli⊂Onahd MetalIonsinSmallPore AlumlnOPhosphateMolecularSieves wlth

ChabazlteStTu亡山re：SynthesISandMAS NMRS山dy

D・Ⅹ・⊂わ点々和也汀叫S＝椚JAs柚たβr．九州Pmたd5ん庄和d 5．yVα仙よun

SynthesISand⊂bra⊂tenZatlOnOfZSM－51n FluorldeMedlum：me RoleoFNHヰ◆and K◆

CatlOnS

E・州ぎrO′尺・Mo5わ抄汀Z．f・Crビd′∫・熊5f点，尺05βnOA‘e〃o
dndJβ

N8gy

Si・Al知lidお1ubonlnSodalite：SymthesIS′訝sINMRand X－Rav S仙cture

Mr蜘05成れEヴー呵r椚β．川rゆ椚一址血和α”dM－C肋∫rOM′y庁上e

mree－Dimens10nalReaエーTimeObseⅣadonofGrowthand DISSOluhonofS▲llCallleCrystal

舶Im血β朗れf．gudodnd 熊〃和qlSβ和O

Sy山hesISOfTltanlum－Conta▲nlng Me50POrOuS Mole⊂ularSleVeS Wlth a⊂ublC S汁u⊂ture

ズelたoA・ズoy庄川Oβnd 乃たβ5J＝和知〃椚

Syn血e梵SOfMesoporousAlumlnOSIli⊂ateS from LayeredSili⊂ateS⊂ontalnlng Aluロー1num

5力lゆJれ庁ぎ水上，Y・m椚8血β〃dY・f↓血s血∫椚打

CompleteRedox ExdほngeOfIndlumforTl十lnZeollteA SyれthesISandCrystalStructureof

FullyIndium－Exdlanged Zeollte A

N打椚肋〃eo．肋ビC力eI‘J仇oldnd
K打rJS一軒

PreparatIOnOfFibTOuSTitanlumSilicalite（FTSl〉komNanoTゝ1Cヮ如als

ズエル〃＆J．〃．血．J月．〃y〃〃，D・5X〃′ん／・C・片言椚一〃d 池〃ぎG州5血J

S山die50fthe⊂rysta11iza血nofZSM・5underHighGravitadonalForceField

仙ル”ぎⅩれD・T抽沖〃r錦5・A血M・C上∠ちC・Ⅳ⊥J椚 β乃dJ・C・Yの

Sy¶thesISandChara⊂tenZadonofIronModifiedしTypeZeolite
Y5 だ0′t≠5 AれJはCJl打ビd〃d

5〃M〃M

GenerahonofA⊂ldSitesbyIncorporat10nOfCobaltmtheAFRStm⊂仙e

げ．10〃′川抑M．f〃JPd尺伽1和，F尺．尺Jあど仰．J・尺ocれZ・血beJl吼8・OnIdβ d托d
已Gdmne

melnれuen⊂eOrMIXedOrganlCAddltlVeSOn theZeolitesAandX⊂汀StalGrowth

V仙flPe知和0り5れY．K‘yOZ〃椚1．N，K血l亡址は肋yβ椚－5む，Y・5〃gl庁〃d
F・M血血ml

StudiesonCrystalllZahon ofZSM－12TypeZeolite

A V．恥山β′のα〃d 払zけ〃l柑G．わ〃e

lnvestlgat10nSlntO山eEnglneerlngO＝norganlC／OTgam⊂弘11ds：HyむothermalSynthesISand

StTuCture Chara⊂tenZat10n OfOne－and Two－Dimens10nalMoly♭denum Oxlde Polymers

YβH X叫」．」K〈九」．什A札DC．尺osんd〃βnd L．〃。Gβ〃

お11d－StateIon Ex⊂hangeofFe（IlI＝nto
Y ZeollteunderDeep－Bed Conditions

PβUβ＝h血c′AgjJ灯S仰FS上仰d．Z血ビ女Z∫dビた．仙dr椚オJpr九Mdr亡ビ！Ml言上ImnIdnd ル乃85β・

Ndざy

Synthes－Sand Charactensat10nOfCa111um andGermanlum⊂ontalnlng知dallteS

Cビ伽M・JoんM5州d〃d 仙rたTレ他〃打

SynthesISand StructureofCadm▲um⊂hal亡Ogerllde馳汀l10germanate女dallteS

5‘Jnd和E．Ddn〃庁れd Mβrた丁 レ1セ〃ビ′

AcldicPTOPertleSOfGaIl10SlllCateMolecularSleVeSWlththeOffrebteStTuC知re

MdrIOl．Or亡e〃Ⅰ′はEc女打†′C仙血他A
加ro〃∫，P 尺Jfz d和d P5 上野r

THEORY

me Ele⊂けonegatlVlty EquallZatlOn Method（EEM〉asa PromlSlngToolfortheAnalysISOr

ZeoliteCatalγZed Rea亡t10nS

GでerfOA 付和55e〃S．〃eJge乃上申r．ββr′Cβde女eJ戊”此シⅥ叶！ビdJ・Mo佃erβ”d尺ob汀fA

5血nんビydr

Methane Dlffus10nln Zeolites ofSh■uCture Type LTA爪Dependen⊂e On PhvsICaland

Cheml⊂alParaTれeter5－An MD Studv

5F巾z5れM Gd上れ尺ビ1〃仙d肋わerJ左柏†．G〃ゆId打”′J．X∂瑠ビr斤”d M．州）昨わe瑠

A ComputatlOnal′ExpertSystem’Approa⊂h to DeslgnSy¶thes15Routes forZeollteCatalysts

T5ビJγβ川，D．NJyビr．R・C C〉ピれAαdf叫ビビ〃れd
札V伽〃ビJ

Quan山m Cheml⊂allnvest唱at10n Of Reactantsln艶1ectlVe Redu亡hon of NOx onIon

Ex亡hanged ZSM－5

Mf亡坤1止1仙川βddy丘．川r伽々一H川！ビ∫．乃・〃州OrlK州“‘ぎん仙5－‘〃Or10州IJ，仙けW〃X“れAれdr灯5

5か伽＆尺叫dPPd〃仲什ほ，れ亡礼－dβrocJ皿りた・仙†舶汀打Mly仰Jβわ

Quantum・ChemlCalStudy of HydrldeTransferlnCatalytl⊂TransformatlOnS OfParaffl爬On

ZeollteS

Vβ KβZβ打5たy．MV Fr〃5／＝nd 尺A 乙，椚！5打〃†川



（29） vol．13 No．2（1996） 77

MAS NMR Cheml⊂alShlfts and Stm⊂turein Frameworks

MαrたT・l鳩批「5灯”dm已伽m．C．M．ル九〃SOれβ〃d P†．Meβd

Simulation ofHydr∝arbn DiffusionlnZeolites

EdwβdJ・Md釘打n，尺月n血〃Q．S〃〃朽AJαr5Tβビ〃d〃d Do和5N．乃ep血和！J

Supralattices：Another DilれenS10nln Matenals監】en⊂e－TheoreticalInvestlgahon

AJeェβ〃derA・D仰上opd和d O伽F・58打た甲

Exper－mentaland TheoreticalStudies
ofSili⊂抑uS

Zeolites

加伽〃yX・αビe伽m′L“砂州・凱〃庄和d Nビ〃J・〃e〃50れ

Determlnat10－－Of Kinetl⊂Parameters ofn－Butylamlne Desorpt10n On the Ca／NaY Zeollte

加ね棚S仙之dAr叫≠0，拍〃訂ル5さ熊川d〃血sJr．β打d CJβU♭ビr／05きT〃rO仙Fピm打〃dビ5

Stenc・Eleぐはonl⊂Mode10fTemplatlmg Effe⊂t

Z叩州」Ⅰ〃d〃d 尺〃陀〃Ⅹ打

L∝atlOnandOrientatlOnOfPy汀01eand A⊂etaldehyde Mole亡ules－nSlde FaupslteaS PredlCted

by Ele亡什0爪lCShl⊂仙re CalculatlOnS

A・αd〃ビワee′R・V伽むれM・K＝わβ”d A・仙y灯川0′o

SkeletallsomeTIZationofl－ButeneoverZeoliteCatalysts：AComputatlOnalStudy

Ro♭erわM仙和‘庄nd
Sゆ”0尺055∫”！

AblnltIO Computer Modelingof Zeolite Frameworksl・Modellng BasIC Clusters

仙fsuo5dfo灯nd 〃汀q何椚IUビルβ和

AtomlStlC Me⊂hanlSm Ofthe Adsorption ofCFCsln Zeollte aSlnvestlgated by Monte⊂arlo

SlmulatlOn

加dr丘55桝r打g．エ抄斤β和CJβW叱舶l和MI押椚Pfo．5庄†or“Koわ斤押5わl′5αわ5ルーズ“5／〃y打椚dXo∫血f

MIZ山よβ椚ん〃血椚∫f5〃乃た加′池5“〃0〔0〃椚Ⅰ，Md5β柚0尺βfαぎ椚．M‘，椚り∫K“ねβndKo一仁山M！Zu打O

Mole仙1arSleVe Effe⊂t Of⊂hemlCally Modified Zeolite andIts Molecular Dynaml⊂SlmulatlOn

ル和也椚】，舶川On・拍5“ねねNdny“たJ乃椚0”βぎβ′N血々′0々β．〃∫和椚Ⅰ蜘0れNoね0舶乙他ん

5打わ5んェUr〃e血 庄和d Mo伽た一九／Ⅰ椚打

me⊂汀StalStm⊂仙・eSOfDehydratedFul】yCdヱ＋一Ex⊂hangedZeollteXando…s⊂arbon
MonoxldeSorphon⊂omplex

5βル〃ぎ′†・〃ズひOn′仙川gX〃…れd ズβrJS材

⊂omputatlOnalS山dy ofStructurala〔d mermalPropert】eSOfthe MicroporousTitanoslli亡ate

ETS－10

M・E・G′肋，／・叫庁”0βndJosきCdr和ZZβ

Question＆Answer

■yJN、J■ヽ■■、」N、J■ヽ▲■、J■W▲■WJ■ヽ■■、」■柵＼」■W＼■■ヽ▲■

Q：CECについて教えて下さい。

A：

ゼオライトの特徴の一つに，他の鉱物類に比べて

高い「陽イオン交換性」があります。すなわち，周

囲の陽イオン濃度に応じて，ゼオライトの特定の陽

イオンを容易に交換するという性質です。

通常CEC（Cation Exchange Capacity：陽イオ

ン交換容量）は，試料100gあたり交換される陽イ

オンのmg当量を表し，meq／100gの値で示されま

す。CECは，土壌関連分野で利用されることが多

いという背景から，陽イオンとしてアンモニウムイ

オン（NHJ）を用いた測定値が多く使用されます。
次表に示すように，CECは陽イオンの種類によっ

て異なります。

（本稿は，文献，“天然ゼオライトの特性と利用”，

日本学術振興会第111委員会編，東京大学出版会

（1994）p．318．を参考にさせていただきました。表

の測定値もそこからの引用です。またCECの測定

法については，紙面の都合で省略しましたが，詳し

くは文献をご参考下さい。）

天然ゼオライトの陽イオン交換容量の測定例

CEC（meq／100g）

N吋＊
無機陽イオン＊＊

Na＋ K＋ Ca2＋ Mg2＋ 合計

イワミライト

（島根県岩見鉱山（株）産）
126 68．4 12．6 37．2 7．9 126．1

沸石化魂ゼオライト

（秋田県二ツ井町沸右化魂（株）産）
151 58．3 12．7 37．8 9．3 108．1

＊ショーレンベルガー迅速法による測定値。

＊＊秋田大学，本多氏らによる測定値。
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国内特許

8－3569：

8－3570：

8－3589：

8－3600：

8－3609：

8－3733二

ゼオ ラ イト （30）

原油の水素化精製方法（出光興産）

原油の水素化精製方法（出光興産）

微粒子固体ビルダーの製造方法（花王）

粒状ノニオン洗剤製品（ライオン）

製鋼用保温剤（トビー工業）

薄膜製造方法および簿膜製造装置（日本

電信電話）

8－4522：内燃機関の排気浄化装置及びその方法

（日立製作所，日立カーエンジニアリング）

8－4873：真空機器用ボールねじ（エヌティエヌ）

8－6053：液晶表示装置（シャープ，半導体エネル

ギー研究所）

8－7272：磁気ディスク用基板の製造方法（日本板

硝子）

8－8181：半導体装置及びその製造方法（シャープ）

8－8188：ACTFEL装置用の青色放射リン光物質

層のマルチソース反応性堆積方法（プレイナー

システムスINC）

8－9771：

彰男）

8－9772：

造方法

8－105〈∋1：

8－10566：

根腐れ防止用栽培材（小笠原 玉，逸見

植物栽培培地用圧縮成型体およびその製

（品川燃料）

脱臭装置（アマノ）

排ガス浄化用触媒一吸着体及び排ガス浄

化方法（日本碍子）

8－10571：排ガス浄化装置およびその運転方法（パ

ブコック日立）

8－10572：フロンの分解処理方法（日立製作所）

8－10577：自動車排気ガスの浄化（田中友蘭）

8－10613：自動車排ガス浄化用吸着材（日本碍子）

8－10622：排ガス浄化用触媒（出光興産，日産自動

車）

8一川739二廃棄物処理材および廃棄物処理方法（鐘

淵化学工業）

8－10796：水処理用湿地（問組）

8－11184：中空押出成形体（積水化学工業）

8－11253：吸音・吸熱部材（三菱重工業）

8－11271：多層フィルム（徳山曹達）

8－12033：こみ埋立地の有害物質漏洩防止構造（ピ

ーエフシー）

8－12319：低屈折率無機粉体，その製造方法，それ

を用いた液状洗浄剤組成物及び透明歯磨組成物

（ライオン）

8－12320：結晶質シリコアルミノリン酸塩の製造方

法（日本化薬）

8－12322：α－アルミナ粉末およびその製造方法

（住友化学工業）

8－12600ニフェニルアントラセン誘導体および有機

EL素子（ティーディーケイ）

8－12719：射出成形用熱可塑性エラストマー組成物

（三菱化成）

8－12746：エポキシ樹脂組成物および硬化剤（東レ）

8－12765：結晶性ポリアミド球状粒子粉末の製造方

法（韓国科学技術研究所）

8－12766：結晶性ポリマーの結晶性の制御方法（三

井東庄化学）

8－12768：熟可塑性樹脂組成物成形体（三菱化成）

8－12769：熟可塑性エラストマーと繊維材料の接着

方法（バンドー化学）

8－12796：樹脂発泡体用組成物及び樹脂発泡体，並

びにこれらの製造方法（ダイキン工業）

8－12804：吸湿衛生シート（弘進ゴム）

8－12826：ポリプロピレン組成物及びその製造方法

（宇部興産）

8－12827：ポリプロピレン組成物（宇部興産）

8－12828：積層延伸フィルム用ポリプロピレン組成

物及び積層延伸フィルム（住友化学工業）

8－12834：安定化されたハロゲン含有樹脂組成物

（日東化成）

8－12857：エポキシ樹脂組成物及び半導体装置（信

越化学工業）

8－12899：被覆材組成物及びそれを用いた耐摩耗性

物品の製造方法（豊田中央研究所，トヨタ自動車，

豊田通商，三菱レイヨン）

8－12905二電着塗料用防錆剤（水沢化学工業）

8－12908：発泡性耐火塗料（日本セメント）

8－12969：有機EL素子（ティーディーケイ）

8－13000：高意密度拉状洗剤組成物の製造方法（ラ

イオン）

8－13238：繊維用ポリプロピレン樹脂組成物，ポリ

プロピレン繊維及びその製造方法（東燃化学）

8－13352：消臭性透湿防水コーティング布吊（ユニ
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チカ）

8－13566：振動減衰性排水配管システム（ダイセル

化学工業，小島製作所，興和工業所）

8－14034：排気ガス浄化装置（日本電装）

8－15534：結晶性ファイバおよびその製造方法（日

本電信電話）

8－17255：発泡絶縁電線及びその製造方法（日立電

線）

8－17464：二次電池電力貯蔵システム及び真空断熱

容器（日立製作所）

8－17738：結晶性半導体薄膜形成方法（三井東圧化

学）

8－17741：半導体基板の製造方法および半導体装置

の製造方法（シャープ）

8－17745：ヒータ（東芝機械）

8－18157：半導体レーザおよびその製造方法（日本

電気）

8－19727：排ガス処理方法（セントラル硝子）

8－19740：排気ガス浄化用触媒およびその製造方法

（本田技研工業）

8－19794：汚泥類の無臭化剤（小笠原 玉，逸見彰

男）

8－20092：記録絵書等を消去し且つ，防水防菌，剥

離性を保持する樹脂繊維フィルム及び産廃物とな

った同樹脂の溶解ペースト粉末の加工品（田中友

蘭）

8－20509：殺生物組成物（インターフェイス リサ

ーチ CORP）

8－20530：貼付による経皮薬用基材（大日本印刷）

8－20551：メタ及びバラ工チルフェノールの分離方

法（丸善石油化学，千代田化工建設）

8－20581：炭酸エステルの製造方法（宇部興産）

8－20562：ターシャリープチルアミンの製造方法

（三井東圧化学）

8－20602：結晶性スチレン系重合体の製造法（旭化

成工業）

8－20659：撒多孔膜及びその製造方法並びに非水電

解液電池用セパレータ（ダイセル化学工業）

8－20660：微多孔膜及びその製造方法並びに非水電

解液電池用セパレータ（ダイセル化学工業）

8－20673：樹脂用無機質充填剤及び工ポ手シ樹脂組

成物（信越化学工業）

8－20680：添加剤含有樹脂組成物及びその製造法

（大日本インキ化学工業）

8－20684：自動車内装用ポリプロピレン樹脂組成物

（トヨタ自動車，宇部興産）

8－20688：洗浄用樹脂組成物（チッソ）

8－20689：ポリプロピレンシートおよび延伸フィル

ム（徳山曹達）

8－20690：ポリプロピレン樹脂複合組成物（旭化成

工業）

8－21045：アスファルトルーフィング巻き物包装物

（田島ルーフイング）

8－22954：結晶性ケイ素膜，並びに半導体装置およ

びその製造方法（シャープ）

8－23川4：半導体装置およびその作製方法（半導体

エネルギー研究所）

8－23114：太陽電池（日立製作所）

8－23714：古紙を利用したゼオライト紙封じ込め種

子（南波隆之，外谷真治，安達 寛）

8－23960：環境試験装置（タパイエスペック）

8－24005：外反母指予防機能を持たせた靴の中敷き

並びに靴（ティー エム ティー）

8－24330：医療用具（川澄化学工業，旭化成工業）

8－24553：ガス組成制御装置（日本電装）

8－24558：圧力変動吸着法による医療用空気乾燥器

（山陽電子工業，佐藤 暢）

8－24578：ガスエンジンにおける脱臭方法及び脱臭

装置（ヤマハ発動機）

8－24580：窒素酸化物の除去方法（東ソー）

8－24582：排ガスの処理法（東京電力，水沢化学工

業）

8－24634：リン吸着剤（石原産業）

8－24655：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

8－24656：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

8－24657：高耐熱性窒素酸化物浄化用触媒の製造方

法（豊田中央研究所）

8－24658：排気ガス浄化用触媒（石油産業活性化セ

ンター）

8－24659：手シレン類の異性化触媒および手シレン

類の異性化方法（東レ）

8－24660：キシレン類の異性化触媒および手シレン

顆の異性化方法（東レ）

8－24661：手シレン顆の異性化触媒および手シレン

類の異性化方法（東レ）

8－24662：亜酸化窒素分解触媒（東邦アセチレン）

8－24663：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

8－24819：廃棄物処理材および廃棄物処理方法（鐘

淵化学工業）

8－24865：イオン水，その製造方法および製造装置
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（アロンワールド）

8－25596：積層樹脂フィルム（三菱化成）

8－26340：エチレン共重合体組成物及びそれを用い

た易開封性シール材料（三井デュボンポリケミカ

ル）

8－26716：多孔質球状シリカ粒子の製造方法（昭和

電工）

8－26718：無定形アルミノシリケート（東ソー）

8－26719：無定形アルミノシリケートの製造方法

（東ソー）

8－26720：表面が平滑なゼオライト構造の無機質結

晶性多孔体膜の製造方法（工業技術院長）

8－26721：クリノタイロライト及びその合成方法

（東ソー）

8－26770：プラズマディスプレイパネル用封着組成

物（旭硝子）

8－26805：抗菌性人工大理石製品の製法（アイカ工

業）

8－26820：亜リン化ホウ素／酸化アルミニウム複合

材料，その製造法，およびその使用（バイエル

AG）

8－26851：セピオライト質多孔質焼結体及びその製

造法（大林組，大阪瓦斯，ショックベトン ジャ

パン，オオタケセラム）

8－26867：堆肥マット（吉永正徳）

8－26870：特殊肥料製造方法及びその装置（イヅワ）

8－26893：c軸面内配向a軸配向酸化物超伝導体薄

膜の形成法及び形成用基体（日本電信電話）

8－26894：酸化物単結晶膜の製造方法（日本碍子）

8－26925：歯科用グラスアイオノマーセメント組成

物（ジーシー）

8－26955：防臭化粧料（品川燃料）

8－26956：防臭化粧料（品川燃料）

8－27039：芳香族炭化水素の製造方法およびその触

媒（ジャパンエナジー，水沢化学工業）

8－27040：手シレン類の異性化触媒およびキシレン

類の異性化方法（東レ）

8－27126：高純度メラミンの製造方法（三井東圧化

学）

8－27210：オレフィンの重合法 仇封ヒ成工業）

8－27282：無機系多孔質材料の接着方法（大倉工業）

8－27295二多孔質フィルムおよびその製造法（日東

電工）

8－27305：写真感光材料の包装材料用着色マスター

バッチ樹脂組成物及びその製造方法並びに写真感

光材料用包装材料及びその製造方法（富士写真フ

ィルム）

8－27306：抗菌性樹脂組成物（日本合成ゴム）

8－27320：結晶性ポリオレフィン組成物（チッソ）

8－27321：結晶性ポリオレフィン組成物（チッソ）

8－27325：オレフィン系熱可塑性エラストマー（三

井石油化学工業）

8－27328：ポリプロピレン樹脂組成物（東燃化学，

トヨタ自動車）

8－27329：ポリプロピレンフィルム（チッソ）

8－27330：熱可塑性エラストマー組成物（日本合成

ゴム）

8－27353：熱可塑性エラストマ一組成物及びその射

出成形体（三菱化成）

8－27354：クリープ特性の優れたエラストマー組成

物ひl澄化学工業，旭化成工業）

8－27404：抗菌性コーティング用組成物，そのコー

ティング法，および抗菌性被覆物品（日本板硝子）

8－27454：反応型ホットメルト接着剤組成物及びそ

れを用いたサンドイッチパネルの製造方法（積水

化学工業）

8－27460：蓄熱体（松下電工）

8－27463：軟弱地盤強化パイル基礎工法（セルテッ

ク プラン）

8－27492：非イオン性粉末洗浄剤組成物の製造方法

（花王）

8－27493：アニオン界面活性剤および高嵩密度粒状

洗剤組成物の製造方法（ライオン）

8－27496：アニオン界面活性剤の製造方法（ライオ

ン）

8－27498：非イオン性粉末洗浄剤組成物（花王）

8－27499：抗菌性皮革の製造方法（東亜合成化学工

業，アロータ，日本純薬）

8－27576：ダイヤモンド膜の形成方法（キャノン）

8－27754：排水性又は透水性機能を有する舗装体の

機能回復のための洗浄方法（花王）

8－34750：エチルベンゼンの製造方法（出光興産）

8－38132：脱酸素剤の脱酸素能制御方法（三菱瓦斯

化学）

8－38584：脱臭装置（松下電器産業）

8－38804：ハロシラン類の精製方法（ダウ コーニ

ング CORP）

8－38856：排ガスの脱硝方法（三菱重工業）

8－38905：排ガス浄化用モノリス触媒及びその製造

方法（日野自動車工業）
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8－38906：窒素酸化物除去触媒および窒素酸化物除

去方法（新エイシーイー，三井金属鉱業）

8－38907：NO∬含有排ガス浄化用触媒（東京瓦斯）

8－38908：触媒，その製造方法及び使用（ダイムラ
ー

ベンツ AG）

8－40710：一酸化窒素の製造方法（三菱化成）

8－40719：結晶金属珪酸塩組成物とその合成法なら

びに吸着ガスの吸着分離法（ェア プロダクツ

アンド CHEMINC）

8－40947：ゼオライト懸濁触媒系の反応方法（旭化

成工業）

8－41062：安定な結晶性（6S）－及び（6R）－テトラ

ヒドロ葉酸（ェプロパ AG）

8－47639：触媒ならびに触媒含有（キャリア）一成形

体（ジュート ヒエミー AG）

8－47644：排ガス浄化触媒（日野自動車工業）

8－47645：発熱体．（日本化学工業，郷商事）

8－47980：結晶性オレフィン樹脂製容器及びその製

造方法（チッソ）

8－48837：低いシール温度と良好なインキ接着性を

有する結晶性プロピレン共重合体組成物（ハイモ

ントINC）

8－52304：ガス状或は液状混合物をアルミナ及びモ

レキュラーシーブで構成される吸着装置を使用ノし

て乾燥させる方法（ロ⊥ヌ プーラン シミ）

8－52350：吸油性シート（リンテック）

8－52365：排気ガス浄化用触媒（三菱重工業）

8－53546：部分結晶性または非晶質，熱可塑加工性，

部分芳香族ポリアミド類またはコポリアミド類の

初期縮合物の製造方法 （エムス インペンタ

AG）

8－53678：炭化水素質供給原料の転化方法（シェル

INTERN リサーチ マーチャッピー BV）

8－55807：結晶性半導体薄膜形成方法（三井東庄化

学）

8－57242：酸化窒素の精製法（ビー オー シー

グループINC：ザ）

8－57259：内燃機関の排ガス浄化方法（日立製作所）

8－57262：排ガス中の亜酸化窒素の除去方法および

除去用触媒（パブコック日立）

8－57305：再生質吸湿材（東海カーボン）

8－57324：排ガス浄化触媒（日野自動車工業）

8－57325：カルポン酸類の水素化触媒及び水素化方

法（三菱化成）

8－57328：接触分解用触媒体及びそれを用いる炭化

水素の接触分解方法（出光興産）

8－59229：結晶金属珪酸塩組成物とその製法ならび

に吸着気体の吸着分離法（ェア プロダクツ ア

ンド CHEMINC）

8－59292：結晶性シーラントガラス及びそれを使用

した情報表示装置の製造方法（岩城硝子，旭硝子）

8－59529ニフェノールの精製方法（ジェネラル エ

レクトリック CO，イラINTERN LTD）

8－59535：グルタルアルデヒドの製造法（ベー ア

ー エス エフ AG）

8－59648：ど－カプロラクトンの製法（三菱瓦斯化

学）

8－59649：g一カプロラクトンの製造法（三菱瓦斯

化学）

8－66834：炭化水素変換触媒（シェル fNTERN

リサーチ マーチャッピー BV）

8－67513：分子節炭素とその製造方法（利呂工業）

8－67883：炭化水素供給原料の脱ロウのための方法

および触媒（テキサコ DEV CORP）

8－71352：フィルタ，フィルタ製造方法およびフィ

ルタ装置（ダイキン工業，オリベスト）

8－71369：オゾンフィルター（ニチアス）

8－71371：排気ガス浄化方法（トヨタ自動車，豊田

中央研究所）

8－71423：排ガス浄化触媒，窒素酸化物の浄化方法

およびゼオライトの製造方法（東レ）

8－71424：排ガス浄化用触媒（豊田中央研究所）

8－71425：オゾン分解触媒（水沢化学工業，内田

隆）

8－71426：水素化処理用触媒（ジャパンエナジー）

8－71427：排気ガス浄化用触媒（本田技研工業）

8－71428：ディーゼル排ガス用脱硝触媒（石川島播

磨重工業，石油産業活性化センター）

8－73253：無機質ボード用漆喰組成物（ナショナル

住宅産業，日本石膏ボード，亜細亜工業）

8－73868：低硫黄低芳香族軽油の製造方法（日本石

油）
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PRETREATHENT PROCESS OF ZEOLITE CATALYST AN工〉 PROCESS FOR PRODUCING ALCOHOL

USING THE PRETREATED CATALYST

Inv？ntOrS：MoriYutakaくJP）；Watanabe KoujlくJP）

Asslgnee：Mitsub土日hlChemlcalCoI・P．TP Asミ；1gnee Code：37756

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5508244 960416 US 293208 940819

DEALtJHINATION OF ALUM工NOSILICATES

InvヲntOrS：Crocco Guy L川S）；Saxton RobertJ川S）；ZajacekJohn G（US）

Asslgnee：Areo ChemlcalTecbnology 工nc Assignee Code：20082

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5508019 960416 US 269292 940630

TREATING MATERIALS W工TH OZONE

Inv？ntOrS：CoatesJohn R（GB）；Garrett MichaelE（GB）
Asslgnee：Unasslgned Or Asslgned ToIndivldual Asslgnee Code：

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5507957 960416 US 40776

68000

930331

CATAエYTIC REFORMING PROCESS WITH SULFUR PRECLUSION

Inveptors：Low Ch卜Chu D（US）；Peer Roger L 川S）；Russ HIchaelB（US）；

Whitsu工・a Frank R（US）；ZmichJosef）h（US）
Assignee：UOP Assignee Code：20295

Patent〈No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5507939 960416 US 303265 940908

CATA工。YST FOR HYDROGENATION AND METHOD FOR HYDROGENATION THEREW工TIl

Inventors：Ando Masanori（JP）；Haruta Hasatake（JP）；KobayashlTetsuhiko
（JP）；Saku工・alH土工・Oakl（JP）；Tsubota Susumu 〈JP）；Ueda AtsushlくJP）

Asslgnee：Agency ofIndust工、1alSclence
＆ TechnologyJP；JapanInternational

T工・ade andIndustry Mlnistry ofJP Asslgnee Code：01064 03469

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5506273 960409 US 263234 940621

MODIFIED ZEOLITE Y CATALYST COMPOSITION

InvヲntOrS：Iino Aklra（JP）；NakalSatoshl（JP）；YamaglshlKoji（JP〉
Asslgnee：Idemitsu Kosan Co LtdJP Assignee Code：41009

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5506182 960409 US 217985 940325

HCL ADSORBENT AND．METHOD FOR MAKING AND USING▲ sAHE

InventoI・S：LeeJohn S（US）；Pearson MIchaelJ（US）

Asslgnee：Discovery ChemicalsInc Assignee Code：33599

PatentくNo，Date〉；Applic（No，Date）：US 5505926 960409 US176415 931230

HET‡IOD FOR TIIE DENITRATION OF EXHAUST GAS

In寸entoェ・S：Demoto MasanoI・i（JP）；Iida Kouzo（JP）；KobayashlNorlhlsa（JP）；

／Ho工・11Atsushi（JP）；Naito Osamu（JP）；OnlshlToshlyuki（JP）；Se工・izawa

Sato工・u（JP）
Assignee：MitsubishlJukogyo K KJP Assignee Code：56271

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5505919 960409 US 282962 940729

PROCESS TO CONVERT BIOHASS AND REFUSE DER工VED FUEL TO ETHERS AND／OR
ALCOHOLS

Inventors：Baln RIchardI一 くUS）；Chum Helena L くUS）；DleboldJames P（US）；
Evans Robeェ・tJくUS）；0ve工・end Ralph P（US）；RejaiBahれ1an（US）；Scahlll
John W（US）

Asslgnee：Mldwest ResearchInstltute Asslgnee Code：55400

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5504259 960402 US 968588 921029

PROCESS FOR THE PREPARATION OF ISOPHORONEDIAHINE

工nvヲntOrS：Arntz Dletrlch 〈DE）；Haas Thomas（DE）；Host Dieter 〈DE）

Asslgnee：Degu∈；Sa DE Assエgnee Code：23568

Patent（No，Date）；Apf）1ic（No，Date）：US 5504254 960402 US 361383 941222
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ALUHINOSILICATE CATALYST，A PROCESS FOR THE MANUflACTURE TtlEREOF AND A

PROCESS FOR THE SKELETAL ISOMERIZATION OF LINEAR OLEFINS

Inv？ntOrS：NIcolaldes Chrlstakls P（ZA）
Asslgnee：CSIR ZA Assignee Code：24563

PatentくNo，Date）；Appllc（No，Date）：US 5503818 960402 US 332064 941101

STABLE NON－AQUEOUS COMPOS工TエONS CONTA工NING PERACIDS WHICH ARE SUBSTANTIALLY

INSOもUBLE
Inventors：Kuzmenka DanlelJ（US）；Morgan LeslieJ（US）；SchepeI・S Frederik

J（N工J）；Warl、Jonathan F（GB）
Asslgnee：ConopcoInc Asslgnee Code：23809

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5503765 960402 US 290313 940812

HYDROCARBON UPGRADING PROCESS

InvヲntOrS：Fletcher Davld L（US）；SarllMichaelS川S）；Shlh Stuart S（US）
Asslgnee：MobllOllCorp Asslgnee Code：56432

Patent（Nro，Date）；Appllc（No，Date）：US 5503734 960402 US 367670 941230

PROCESS FOR Tt柑 REMOVAL OF VOLATILE ORGANIC COHPOUNDS FROM A FLUID STREAH

InvヲntOrS：PatelKlrlt M（US）；Zarchy Andrew SくUS）
Asslgnee：UOP Assignee Code：20295

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5503658 960402 US 324041 941017

CAROUSEL＼HEAT EXCHANGER FOR SORPTION COOLING PROCESS

InvヲntOrS：Dunne Stephen R（US）

Asslgnee：UOP Assヱgnee Code：20295

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5503222 960402 US 282137 940728

METHOD FOR PURIFICATION OF PHENOL

InventoI、S：GI、1aznov AndI・elK 〈RU〉；VasillevaIrinaI（RU）；Zakoshansky
Vladi】¶ir M（RU）

Asミ；1gnee：General Electrlc Co U S A SU；IllaInteI、national SU

Pat－ent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5502259 960326 US 290258

PROCESS FOR CONCURRENT HYDROLYSIS OF ESTERS A‘ND SEPARATION OF

USING A SIMULATED MOVING BED

Inv？ntOrS：DandekaT Hemant W（US）；Funk Gregory A（US）；Hobbs
Asslgnee：UOP Asslgnee Code：20295

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5502248 960326 US 395240

940815

PRODUCTS

Slmon H（US）

950227

ESTERIFICATION f）ROCESS USING A TITAM工UM ZEOLITE CATALYST

InvヲntOrS：Karp Howard S（US）；PugachJoseph（US）；SmealThomas W（US）
Asslgnee：Aristech ChemlcalCo工lP Asslgnee Code：15901

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5502240 960326 US 488561 950609

PROCESS FOR PREPARING DIARYL CARBONATES

Inventors：Buyseh Hans－Jo8ef（DE）；Doh皿Joachim（DE）；Hesr8e Carst占n（DE）；
Kaufmann DleteI・（DE）；Rechne上・JohaTln（DE）

Asslgnee：Baye工・AG DE Assignee Code：29448

Patent（No，Date）；Appllc〈No，Date）：US 5502232 960326 US 339613 941115

PROCESS FOR PREPARING LACTONES

Inventors：FuchikamlTakamasa（JP）；Fujlmura Atsushl（JP）；He De－Hua（JP）；
Kanou Yoshlakl（JP）；Mlyake Takano工・i（JP）；Okada Takashl（JP）；Salto

Toshlhj．ro（JP）；Sasaklbara HlI・Oyukl（JP）；Wakasa Norlko（JP）
Asslgnee：SagamlChemlcalResearch CenterJP；Tosoh CorpJP

Assignee Code：18183 73604

Patent（No，Date）；Af）Plic（No，Date）：US 5502217 960326 US 328607 9410・25
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PROCESS FOR PRODUCING EPSILON－CAPROLACTAH

InventoI・S：Kajlku工・iHlI、OShi〈JP）；KltamuI、a Masaru（JP）；Nakamura Tomokazu

（JP）；Tojlma Hldeto（JP）
Asslgnee：Sumitomo Chemlcal′ Co LtdJP Assignee Code：81537

PatentくNo，Date）；A王）Pllc（No，Date）：US 5502184 960326 US 293169 940819

CONVERSION OF CARBON MONOXIDE USING COBALT－BASED METAL OXIDE CATALYSTS

InventoIIS：Augustlne RobeI、t L（US〉；FouI・nle工・Jay A（US）；PaineJohn BIII

（US）；Shafer Kenneth H 〈US）；Tanlelyan Setrak K（US）
Asslgnee：Philip MoI・rlsInc Assignee Code：57256

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5502019 960326 US 275245 940715

PROCESS FOR STABILIZING AQUEOUS．ZEOLITE SUSPENSIONS USING A LINEAR FATTY

ALCOHOL POLYGLYCOL ETHER HAVING A SPECIFIC DEGREE OF ETHOXYLATTON

Inventors：KIschkelDitma工・（DE）；Krohnen Thomas（DE）；Schmid Ka工・1（DE）；
Syldath AndTleas（DE）

As＄1gnee：HenkelKGaA DE Asslgnee Code：01324

Patent（No，Date〉；Appllc（No，Date）：US 5501817 960326 US 284594 940810

DETERGENTS AND C工。EANING PREPARATIONS CONTAINING SELECTED BtJILDER SYSTEHS

Inventors：Engelskirchen Kon∫・ad 〈DE）；FIscher HeITbert（DE〉；Kottvitz
Beat工・1Ⅹ 〈DE）；Nitsch Ch工・1stlan（DE）；Upadek Ho工・St（DE）

Assignee：HenkelKGaA DE Assignee Code：01324

Patent（No，Date）；Applic〈No，Date）：US 5501814 960326 tJS 211884 940422

PRODUCTION OF FILI。ED PAPER

Inv？ntOrS：Burke AnthonyJ（GB）
Asslgnee：Allied Collolds Ltd GB

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：

Asslgnee Code：01968

US 5501774 960326 US 188388 940121

EXHAUST GAS PUR工FYING SYSTEM

InventoI・S：NakaヱumlTadataka（JP）；Suetsugu Hajime（JP）；TakamiAklhlde

（JP）；Takemoto Takashl（JP）
Asslgnee：Mazda MotoI、CoI・PJP Asslgnee Code：11642

Patent（No，Date）；Applic（No，Date〉：US 5501074 960326 US 215769 940322

MET丁子OD OF PRODUCING SORBING SfIEETS AND LAHINATES HAVTNG REACTIVATING AND

INVIGORATING FUNCTIONS

InventoI・S：Kuma Toshlml（、TP）
Asslgnee：Seibu Giken K KJP Asslgnee Code：

PatentくNo，Date）；Applic（No，Date〉：US 5501007

21679

960326 US 67622 930528

BONDED ZEOLITES AND PROCESS FOR PREPARING TIIEH

Inventors：BellussIGlus？PPe（IT）；Buonol皿O Franco（IT）；ClericiMarlo G

（IT）；Esposlto AntonlO（IT）；Romano Ugo（IT）
Assignee：Enirice工、che SPAIT Assignee Code：15910

Patent（No，Date）；A玉）Plic（No，Date）：US 5500199 960319 US 217072 940324

METHOD FOR PREPAR工NG CATALYSTS COMPRISING ZEOLITES EXTRtJDED WITH AN ALUMINA

BTNDER

InvヲntOrS：Kevllle Kathleen H（US）；Tl皿ken Hye K C（US）；Ware Robert A（US）
Asslgnee：MobilOllCoI・P Assignee Code：56432

Patent（No，Date）；A王）Pllc〈No，Date）：US 5500109 960319 US 324305 941017

GASOLINE UPGRADING PROCESS

InvヲntOrS：Durand PaulP（US）；Timken Hye K CくUS〉

Asslgnee：MobilOllCoI・P Asslgnee Code：56432

P乱tent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5500108 960319

PRESSURE SWING ADSORPTION PROCESS FOR CHLORINE PLANT

InvヲntOrS：Chao Chien C（US）；Maurer RIchard T（US）；

Asslgnee：UOP Assignee Code：20295

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5500035 960319

US 303908 940909

0FFGAS

Zarchy And工・eW S（US）

US 276981 940719
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TWO－STAGE PROCESS FOR PRODUCING DIAMONDOID HYDROCARBONS

InvヲntOrS：Bradway Robert A（US）；Green Larry A（US）；Rollmann L Deane（US）

Asslgnee：MobllOllCo工・P Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5498812 960312 US 285675 940804

DETERGENT COMPOS工TION CONTAINING ZEOLITE MAP AN工〉 ORGANIC PEROXYACID

InventoI、S：Chapple Andrew P（GB）
Assignee：Leve工・BI・Others Co Asslgnee Code：49528

Patent（No，Date）；Af）Pllc（No，Date）：US 5498342 960312 US 428510 950425

EXHAUST GAS PURIFICATION APPARATUS

InventoI・S；HlI、ayama Hlroshi（JP）；Igashira Toshihiko（JP）；KanehaI・a Kenjl

〈JP）；MoT・1shima Shlngo（JP）；Takada Toshlhlro（JP）；YamadaJun（JP）
Assignee：NIppon SokenIncJP；ToyotaJldosha Kogyo K KJP Assignee Code：

59967 85331

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5497619 960312 US 268946 940630

COATING DISPERSION FO兄 EXHAUST GAS CATALYSTS

Inventors：Domesle RaineI・（DE）；EngleI、Bel・nd 〈DE）；Kobersteln Edgat、（DE）；
Lox Egbe工・t（DE）；Ostgathe Klaus（DE）

Asslgnee：Degussa DE Asslgnee Code：23568

Patent（No，Daもe）；Appllc〈No，Date）：US 5496788 960305 US17058 930212

ELECTROCHEHICAL APPARATUS FOR ENERGY STORAGE AND／OR POWER DEI。ⅠVERY

COHPRISING MULTI－COMPARTMENT CELLS

Invento工・S：Zito Ralf〉h（US）
Assignee：NatlonalPowellPLC GB Asslgnee Code：32842

Patent（No，Date）；Af）Pllc（No，Date）：US 5496659 960305 US128117 930929

BATTERY

InventoI・S：Inamasu Tokuo（JP）；IzuchlSyulchiくJP）；Takeda Kaヱunarl（JP）；
Yoshlhlsa Youetsu くJP）

Assignee：Yuasa CorpJP

PatentくNo，Date）；Appllc（No，Date）：US 5496656 960305 US193018 940207

PROCESS FOR DECREAS工NG THE BU工LD UP OFINORGANIC INCRUSTATIONS ON TEXTILES

AND DETERGENT COMPOSIT工ON USED IN SUCH PROCESS

Inv？ntOrS：Beck Roland（、BE）；Burzlo Fulvlo（IT）
Asslgnee：Ausimont SPAIT；CeI、eSta工・Holding B V NL Asslgnee Code：15271

24018

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5496494 960305 US 218213 940325

LAUNDRY DETERGENT COMPOSITIONS CONTAINING LIPASE AND SOIL RELEASE POLYHER

InvヲntOrS：Beagle Charles A（US）；Scherr Elllot H（US）；Taha Rlad A（US）
Asslgnee：Colgate－Palmollve Co Assignee Code：18624

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5496490 960305 US 419080 950410

CATALYST

Inv？ntOrS：Chapple Paul（GB）
Asslgnee：Unlleve工・Patent Holdlngs B V NL Asslgnee Code：17055

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US RE35166 960305 US 240156 940510

ADSORPT工VE SEPARATION OF PARA－ⅩYLENE WITH HIGIIBOILING DESORBENTS

InvヲntOrS：Kulprathipanja Santi（US）
Asslgnee：UOP Assignee Code：20295

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5495061 960227 US 320343 9410jl

HULTIPLEIMPREGNAT工ON TECHNIQUE FOR THE PREPARAT工ON OF EX SITU SELECTIVATED

ZEOLITE CATALYSTS

InvヲntOrS：BeckJeffrey S（US）；McCullen Sharon B（US）；01son David H（US）
Asslgnee：MobllOllCorI） Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5495059 960227 US 338297 941114
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DISTILLATE HYDROGENATION CATALYST

InventoI・S：Cla工・k FredeI・ick T（US）；Ho王）klns P Donald（US）；Kukes Sll皿On G

（US）

Assignee：Amoco Corp Asslgnee Code：79752

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5494870 960227 US 232731 940425

INK JET PRINTING MATERIAIJ

InventoI、S：BeckeI・Dleter（DE）；Dransl皿ann Ge工・ha工・d（DE）；Kasper Klaus B（US）；
Quartz Wllllam L（tTS）；WllllamsI）avld R 〈US）

Assi・gnee：Fellx Schoeller jr Foto und S玉）eZiaユpapleI・e GmbH and Co KG DE

Patent〈No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5494759 960227 US 261439 940617

AGGLOHERAT工ON OF HIGH ACT工VE PASTES TO FORM StJRFACTANT GRANULES USEFUL IN

DETERGENT COHPOSITIONS

Inv？ntOrS：Goovaerts Lucas（BE）；VegaJose L（BE）

AsslgIlee：PI・OCter ＆ Gamble Co The Asslgnee Code：68128

Pate．nt〈No，Date）；Appllc〈No，Date）：US 5494599 960227 US133063 931012

PROCESS FOR THE CATALYTIC DEODORIZATION OF AND REDUCT工ON OF THE N工了見OGEN

CONTENT IN LIQUID MANURE TANK EFFLUENTS

Inv？ntOrS：LepageJean－F・rチnCOIs（FR）；MorlecJean（FR）
Asslgnee：Institut F工・anCalS du PetI101e FR Assignee Code：31969

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5494587 960227 US 275475 940715

ZEOL工TE－BASED LIGHTWEIGモミT CONCRETE PRODUCTS

Inv？ntOrS：BeaudoinJamesJ（CA）；DlngJlan（CA）；Fu Yan〈CA）

Asslgnee：NationalResea工・Ch Councll of Canada CA Asslgnee Code：58608

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5494513 960227 US 499458 950707

COMPOSITE PLATING COAT工NGS

InventoI・S：Tomioka Toshlkazu（JP〉；Tomlta Katsuml（JP）；Yonemu工・a Masaakl

（JP）

Asslgnee：Matsushlta ElectI・ic TndustI・ialCo LtdJP Assignee Code：53120

Patent（No，Date）；Af）Pllc（No，Date）：US 5494505 960227 US 379093 950126

AI）SORBENT f、OR USE IN DOUBLE Gl－AZED W工NDOWS

Inv？ntOrS：Cohen Alan P（US）；Connolly Ph土1ip（US）；DangleriThomasJ（US）
Asslgnee：UOP As．signee Code：20295

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5493821 960227 US 237738 940504

LIQUID PHASE ETHYLBENZENE SYNTHESIS WITH HCH－49

Inv？ntOrS：ChengJane C（US）；Smith C Morris（US）；Walsh Dennls E（US）
Asslgnee：MobllOllCoごP Assignee Code：56432

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5493065 960220 US 319318 941006

NOBLE METAI－ LARGE PORE ZEOLYTE CATALYST FOR METHANOL－ETHANOL COUPLING

InvヲntOrS：KaoJar－Lln（US）；Vandersp？rt Thomas H（US）
Asslgnee：Exxon Resea工・Ch and

EnglneeI、1ng Co Assignee Code：28200

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5493064 960220 US 354984 941213

STABILIZED POLYVINYL CHLORIDE

Inventors：DI・eWeS R01f（DE）；Kolb Markus（DE）；Kuhn Karl（DE）；WehneI－
Wolfgang（DE）

Assigneeこ Clba－Geigy CoI・P Assignee Code：00002

Patent（No，Date）；A王）Pllc〈No，Date）：US 5492949 960220 tTS 226620 940412

MOLECU■LAR SIEVE STRUCTURES USING AQUEOUS EHUl．S工ONS

工ムⅤヲntOrS：Wu Sby－Hslen（US）
Asslgnee：Co工・nエngInc Asslgnee Code：21045

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5492883 960220 US 342834 941121
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ACTIVE COMPONENT FOR THE CAPTURE OF BASIC NエTROGENIN CATALYTIC CRACKING

CATALYSTS（FCC）

InvヲntOrS：Corl皿予・Canos Avelino（ES）；HochollCastelo FrancIsco A（ES）

Asslgnee：ConseJO Superlor 工nvestlgaelones Clentlficas ES；Unlversldad

Polltecnlca Valencia ES Asslgnee Code：25135

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5492874 960220 US131521

ZEOLITE／CATALYST WALL－FLOW MONOLITH ADSORBER

InvヲntOrS：Ament Frank（US）；SlngeT David A（US）
Asslgnee：GeneralMotoI・S CoI・P Asslgnee Code：33984

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5492679 960220 US 28069

930706

930308

SKELETAL 工SOHER工ZATION OF N－BUTYLENES TOISOBUTYLENE ON ZEOLITES

Inventors：BrowneJames E（US）；HadoYanetZ Allson E（US）；HazenJohn（US）；

0’Young ChトLin（US）；Pellet ReglSJ（US）
Assignee：TexacoInc Assignee Code：83832

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5491276 960213 US 202866 940225

BENZENE REDUCTION IN GASOIJINE BY ALKYLATION WITH HIG壬1ER OLEFINS

InventoI・S：ChユーIArthu工・A（US）；Colllns NIck A 〈US）；HaI、andlMohsen N（US）；

Tbomson Robe工・t T（US）；Ware Robe工・t A（US）1
Asslgnee：MobllOilCoI・P Assignee Code：56432

Patent〈No，Date）；Applic〈No，Date）：US 5491270 960213 US 278713 940722

PROCESS FOR PREPARING CYCLIC POLYSILOXANES FROM LINEAR POLYSILOXANES

InvヲntOrS：KostasJohn N（US）
Asslgnee：He工・CulesInc Asslgnee Code：38688

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5491249 960213 US 425542 950420

ZEOLITE L

Inv？ntOrS：VerduljnJohannes P〈NL）
Asslgnee：Exxon Cbemlcal Patents 工nc Asslgnee Code：14518

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5491119 960213 US 855017 920630

DETERGENT COHPOSITION OR COMPONENT CONTAINING ANIONIC StJRFACTANT AND

PROCESS FOR ITS PREPARATION

工nventoI・S：Van de工・Hoeven Frans A（NL）；Joyeux Chrlstophe くNL）

As＄1gnee：ConopcoInc Asslgnee Code：23809

Patent（No，Date）；Af）Pllc（No，Date）：US 5490954 960213 US 265285

0N－BOARD GAS COMPOSITION SENSOR f10R エNTERNAL COMBUST工ON ENGINE

GASES

InventoI、S：Polndexter Bennle D（US）；RemlllaI－dJeffIIey T（US）；
H（US）

Asslgnee：Ford MotoI、Co Asslgnee Code：31496

Patent（No，Date）；AppllcくNo，Date）：US 5490490 960213 US 363844

940624

EXHAUST

WebeI・Wllles

950427

HIGHLY SELECTエVE N－OLEFIN ISOMER工ZATION PROCESS USING MULTIPLE PARALLEt－

REACTORS

Inv？qtOrS：Huss Albln・Jr（US）；RahmimIrajI（US）；Wood Petel’（GB）
Asslgnee：HobllOllCo工・P Assignee Code：56432

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5489726 960206 US 233164 940426

DE王iYI）ROGENATION PROCESSES USING CATALYSTS COMPRISING CATALYTIC METAL ON A

NONACIDIC SUPPORT

InventoI、S：Durante Vlncent A（US）；Huang Chen－Shi（US〉；MaI、cuS Bonlta K

（US）；Resasco DanlelE（US）
Asslgnee：Sun CoInc R＆M

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5489722 960206 US 316656 940930
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編集後記

ゼオ ライト （40）

ゴールデンウイークの半ばに，この編集後記を書いています。日中汗ばむはどに気温もあがり，青空

を楽しむ日々となりました。（本号発行時には梅雨入りでしょうか？）

さて本号の出来は如何だったでしょうか。新たな広がりをみせるゼオライトと関連物質の世界・動向

をお伝えできるようにと編集委員会で議論を早くした後，ど執筆をお願いしています。ど多忙の中ご執

筆頂いた方々に厚く御礼申し上げます。

辰巳前委員長の後をうけて本年の編集委員長を仰せつかりました。編集委員の方々のど指導ど協力を

頂いて何とか乗り切っていきたいと思います。どうかよろしくお願い申し上げます。

ゼオライト研究会の幅広いバックグラウンドに対応できるように様々な分野・所属・地域の方々に編

集委員としてど無理をお願いしております。会員の皆様の声が今後もさらに反映されるように，身近の

編集委員の方を通じて，あるいは直接編集委員会宛でも結構ですので，ご要望ど意見を頂ければ幸いで

す。どうかよろしくお願い致します。 （K．K．）

「ゼオライト」編集委員

黒 田 一 事（委員長 早大理工）
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